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平成17年度一般会計決算②
白鷹町行政評価の取り組みについて④
白鷹町立中山小学校の統合について⑥
「国民保護法」ってなに？⑧
白鷹町の介護保険⑩
あなたのための成年後見制度⑫
平成19年度保育園児を募集します⑭

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

きつねまつり　－きつねの嫁入り、獅子舞、高玉芝居など、にぎやかで活気のある秋の夜となりました。
　９月30日、荒砥仲町地区で、きつねまつりが行われました。お祭りでは、小学生から大人まで、きつねの嫁入りの行列に扮
して町内を練り歩きます。写真の奴振りは小学６年生で、右へ、左へ、足で反動をつけて跳ぶ様子は迫力満点。沿道に集まっ
た人びとは、白粉で変装したきつね顔に驚きながら、しかしどことなくかわいらしい様子に目を細めていました。
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使ったお金は

73億7,773万円

歳入総額　77億2,306万円

町税
11億9,626万円

15.5％

その他
（自主財源）
8億8,050万円

11.4％

地方交付税
38億238万円

49.2％

国庫支出金
4億6,631万円

6.0％

町債
5億5,818万円

7.2％

その他
（依存財源）
4億4,479万円

5.8％

特別交付税
3億2,695万円

4.2％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 1億2,924万円  1.7

使用料及び手数料 5,681万円  0.7

財産収入 1,049万円  0.1

寄附金 106万円  0.0

繰入金 2億2,095万円  2.9

繰越金 3億3,508万円  4.4

諸収入 1億2,687万円  1.6

小　計 8億8,050万円 11.4

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 4億2,279万円  5.5

固定資産税 6億　635万円  7.9

軽自動車税 3,504万円  0.5

たばこ税 7,340万円  0.9

入湯税 1,020万円  0.1

都市計画税 4,848万円  0.6

小　計 11億9,626万円 15.5

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 1億9,270万円 2.5

利子割交付金 601万円 0.1

配当割交付金 216万円 0.0

株式等譲渡所得割交付金 261万円 0.0

地方消費税交付金 1億4,541万円 1.9

自動車取得税交付金 5,537万円 0.7

地方特例交付金 3,746万円 0.5

交通安全対策特別交付金 307万円 0.1

小　計 4億4,479万円 5.8

　

17
年
度
は
、
三
位
一
体
改
革
の
推
進
や
地
方
財
政

計
画
の
規
模
抑
制
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の
も
と
、
活
力
あ
る
個

性
豊
か
な
地
域
社
会
を
創
造
す
る
た
め
、「
自
立
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
く
歳
入
確
保
・
歳
出
削
減

対
策
に
よ
り
一
般
財
源
を
確
保
し
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
、
着
実
か
つ
効
率

的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
総
額
で
６
・
９
％
、
歳
出
総
額

で
７
・
３
％
昨
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り
、
収
支

差
引
３
億
４
５
３
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
指
標
的

に
は
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
見
る
経
常
収
支
比
率

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
臨
財
債
）
が
削
減
さ
れ
た

も
の
の
、
町
税
や
所
得
譲
与
税
、
普
通
交
付
税
等
が

伸
び
た
こ
と
に
加
え
、
経
常
経
費
の
歳
出
削
減
に
努

め
た
結
果
人
件
費
や
物
件
費
が
減
少
、
公
債
費
も
減

少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
91
・
８
％
（
▲
１
・
７
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
借
入
金
関
係
の
指
標
と
な
る
実
質

公
債
費
比
率
は
、
22
・
７
％
（
新
規
指
標
）
と
地
方

債
許
可
団
体
の
基
準
と
な
る
18
・
０
％
を
超
え
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
起
債
制
限
比
率
は
14
・

７
％
（
＋
０
・
３
％
）
と
前
年
度
数
値
を
上
回
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
、
町
民
税
で
個
人
分
が

税
制
改
正
の
影
響
な
ど
に
よ
り
＋
１
・
７
％
、
法
人

分
も
一
部
企
業
の
収
益
改
善
等
に
よ
り
＋
11
・
１
％

と
な
り
、
全
体
で
は
＋
３
・
５
％
。
固
定
資
産
税
は
、

土
地
の
宅
地
化
や
大
型
家
屋
の
建
築
、
設
備
投
資
の

増
加
な
ど
に
よ
り
＋
４
・
９
％
と
な
り
、
町
税
全
体

で
は
＋
３
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は

微
増
、
地
方
譲
与
税
は
所
得
譲
与
税
の
増
加
に
よ
り

＋
19
・
２
％
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
は
＋
１
・
０

％
と
な
り
ま
し
た
が
、
臨
財
債
が
▲
22
・
４
％
と
減

少
し
、
こ
れ
を
含
む
一
般
財
源
は
▲
０
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
の
着
手
等
に
よ
り
増
加
、
県
支
出
金
は
保
育
園
整

備
事
業
等
の
完
了
に
よ
り
減
少
、
地
方
債
は
臨
財
債

や
建
設
事
業
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り
減
少
、
繰
入
金

と
し
て
福
祉
振
興
基
金
の
活
用
を
図
り
ま
し
た
。

＊
歳
出
に
つ
い
て
は
、次
ペ
ー
ジ
の「
歳
出
を
見
て
み
る
と
」を
参
照
。

平
成
17
年
度�

一
般
会
計

11億5,619万円
13.9％

9億2,196万円
11.1％

4億7,662万円
5.8％

11億5,832万円
14.0％

34億5,965万円
41.7％

3億4,111万円
4.1％

平成16年度
総額82億9,656万円

平成17年度
総額77億2,306万円

3億5,215万円
4.3％

38億76万円
45.8％

4億3,056万円
5.1％

普通交付税
34億7,543万円

45.0％

決 算減税補てん債等の借換分
　2億1,840万円を含む

特別会計・事業会計
会　計　名 歳　入 歳　出

十王財産区特別会計 186 万円 39 万円

下水道特別会計 8 億 9,999 万円 8 億 8,599 万円

国民健康保険特別会計 14 億 5,498 万円 13 億 9,605 万円

老人保健特別会計 17 億 2,755 万円 17 億 2,378 万円

農業集落排水特別会計 9,828 万円 9,594 万円

介護保険特別会計 12 億 5,553 万円 12 億 3,935 万円

水道事業会計＜収益的収支＞(税抜) 3 億 4,396 万円 2 億 9,385 万円

水道事業会計＜資本的収支＞(税込) 3,546 万円 1 億 5,270 万円

病院事業会計＜収益的収支＞(税抜) 11 億 6,118 万円 11 億 4,274 万円

病院事業会計＜資本的収支＞(税込) 5,285 万円 2 億    50 万円

訪問看護ステーション事業会計＜収益的収支＞(税抜) 4,052 万円 3,920 万円

（    ）

（    ） （    ）

（    ）

県支出金
3億7,464万円

4.9％
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歳出総額　73億7,773万円

人件費
14億7,217万円

20.0％

公債費
17億1,797万円

23.3％

扶助費
5億2,447万円

7.1％

物件費
7億120万円

9.5％

維持補修費
2億4,849万円

3.4％

補助費等
9億2,334万円

12.5％

投資的経費
6億8,215万円

9.2％

その他
11億794万円

15.0％

普通建設事業費
6億4,368万円

8.7％

災害復旧事業費
3,847万円
0.5％

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 1億7,160万円  2.3

投資及び出資金、貸付金 3,608万円  0.5

繰出金 9億   26万円 12.2

小　計 11億  794万円 15.0

歳出を見てみると
　　区　分　　　　　　金　　額  　　　前年比（一人当たり金額）

●民生費　 14億7,484万円　△16.7％（88,749円）
　高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画の策定や豪雪に伴う高齢者世帯の雪対
策などに対応しました。また、障害者支援費制度の円滑な対応とグループホームな
ど障害者福祉の事業支援などに努めました。次世代育成として、乳幼児対象の遊び
の広場の充実、ファミリーサポートセンターの設立など子育て環境の充実に努めま
した。町民の健康づくりと高齢者の生きがいづくり、交流の拡大を目的としたパー
クゴルフ場の整備を図りました。このほか、介護保険、国民健康保険、老人保健特
別会計への繰出も行いました。

●衛生費　  5億3,252万円　△ 4.2％（32,045円）
　健康寿命の延伸を目指し、国保会計とも連携しながら、乳幼児から高齢者までの
検診事業や各世代の健康づくり教室等を実施しました。環境保全対策については、
環境基本計画に基づき、関係団体や町民のみなさんの理解と協力を得ながら、ごみ
の減量化・リサイクルの推進、不法投棄防止対策、花いっぱい運動などに取り組む
とともに、環境教育の推進や環境出前講座の開設など啓発活動にも努めました。ま
た、生活環境の改善と水質保全に向けて、合併浄化槽設置整備事業や個別排水処理
施設整備事業に取り組みました。

●農林水産業費 3億8,177万円　△27.8％（22,973円）
　新たな制度となった中山間地域等直接支払推進事業では、協働のまちづくりの視
点も取り入れ全額共同の取り組みを行い、集落の地域活性化に向けて取り組みまし
た。また、経営の安定化を図るため園芸産地拡大強化支援事業や米づくり総合支援
事業に取り組んだほか、バイオマスの環づくり事業により畜産環境を改善しました。
基盤整備では、県営畔藤地区ほ場整備事業が完了、西田尻地区基盤整備事業、鷹山
農免農道整備事業、ため池等整備事業などを推進しました。林業面では、松くい虫
対策事業、森林環境保全整備事業（白鷹東部線）、森林整備地域活動支援交付金事業
などを実施しました。このほか、協働で行う「手づくり農村・森林整備事業」を新
たに実施しました。

●商工費    1億4,429万円　△25.6％  （8,683円）
　町内の経済状況が業種により依然として厳しい中、商工会の育成支援を行うとと
もに、企業立地促進事業により業務拡張企業を支援したほか、工業技術力強化事業
により加工技術等の向上を図りました。また、東京都内の白鷹サテライトオフィス
の活用等により企業誘致や受注拡大、白鷹産品の販売促進等を積極的に行いました。
このほか、白鷹ソフト小村の屋外環境整備、産業間の連携交流や地場産品の付加価
値を高める白鷹ブランド推進計画の策定などを行いました。観光交流面では、観光
４シーズン化推進事業により観光客の誘客に努めるとともに、グリーン・ツーリズ
ムの推進や「しらたか的音楽映画塾」開催により交流人口の拡大に努めました。ま
た、町活性化に向けて白鷹ふるさと交流大使と情報交換を行いました。

●土木費　 11億4,880万円  　26.7％ （69,130円）
　佐野線、高岡横田尻線など幹線町道や生活関連町道を計画的に整備するとともに、
新たに、地域と協働で町道や水路等の整備を行う「協働のまちづくり公共土木施設
整備事業」を実施しました。除雪事業では、例年にない大雪に見舞われ、国から補
助金を受け冬期交通の確保に努めました。国・県道では、国道287号荒砥拡幅、長
井白鷹線など幹線道路網の整備に努めました。鮎貝まちづくり事業では、区画整理
地内の町道整備を完了、県道黒鴨鮎貝線の道路改良に着手しました。また、まちづ
くり交付金事業として、中核施設である（仮称）文化交流センターの用地取得を行
いました。このほか、生活環境の改善と水質保全に向けて下水道特別会計への繰出
も行いました。

●教育費　　5億  371万円     1.5％ （30,311円）
　学習指導員や生活指導員を引き続き町単独で配置するとともに、小学校の教科書
改訂に伴う対応や社会科副読本の編集、特色ある学校経営推進事業、外国青年招致
事業、教育相談事業、日本語指導員設置事業などに取り組みました。また、小中高
連携の中でキャリア教育の推進を図るとともに、荒砥高校の存続に向けた支援を引
き続き行いました。生涯学習面では、地区公民館が地域住民の主体的な運営として
スタートしたことから総合的に支援したほか、体系的な白鷹学講座の開催に努めま
した。文化振興面では、山響演奏会の開催をはじめとして、栃尾市における高玉芝
居の公演、廻り屋遺跡の発掘調査などを行いました。スポーツ面では、ソフトボー
ルフェスティバル、若鮎マラソン大会、各種町民大会などを開催しました。

●その他 　31億9,180万円　△ 9.1％（192,069円）
　総務費では、山形美術館での梅津五郎作品展の開催、健康運動広場の桜の改植を
行う緑化コミュニティ事業、バス・フラワー長井線対策、公共施設のアスベスト対
策、省エネルギービジョンの策定、財政調整基金・減債基金・公共施設整備基金の
積立などを行いました。消防費では、西置賜行政組合への負担金のほか消防団員用
活動服の整備、防火水槽など消防施設の整備を行いました。災害復旧費では、平成
16年度に発生した林道の災害や、４月に発生した町道の融雪災害に対応しました。
これらのほか議会費（議会を運営するための費用）、労働費（勤労者を支援するため
の費用）、公債費（借入金返済）に使われました。

使われたお金

443,960円

納めていただいた町税

71,986円

地方交付税・国県支

出金・地方債など

町民一人あたりの金額は、平成18年3月31日現在の

町の住民基本台帳人口16,618人で割ったのものです。

町民一人あたりで見てみると（一般会計分）

借入金の残高

687,279円

392,755円

平成16年度
総額79億6,149万円

平成17年度
総額73億7,773万円

15億4,302万円
19.4％

20億691万円
25.2％

5億3,881万円
6.7％

7億1,550万円
9.0％

2億488万円
2.6％

9億2,318万円
11.6％

12億5,919万円
15.9％

7億2,136万円
9.0％

4,864万円
0.6％

7億7,000万円
9.6％

（    ）
（    ）

（  ）
（   ）

減税補てん債
等の借換分
2億1,840万円

を含む

地方債(借入金)残高の推移

114億2,120万円

123億6,731万円

129億6,771万円

133億1,330万円

133億5,904万円

100億円

105億円

110億円

115億円

120億円

125億円

130億円

135億円

140億円

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
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白
鷹
町
行
政
評
価
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

�

白
鷹
町
�
�
�
今
年
度
�
�

�
行
政
評
価
制
度
�
�
導
入
�
�

評
価
�
通
�
�
事
業
�
見
直
�

�
行
�
�
�
�
効
果
的
�
行
政

�
�
�
�
�
提
供
�
努
�
�
�

�
�
�
�
評
価
結
果
�
公
表
�

�
�
�
�
行
政
情
報
�
提
供
�
�

協
働
�
�
�
�
�
�
�
進
�
�

行
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１
．
行
財
政
経
営
の
推
進　

　　

町
政
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、「
第
４
次
総

合
計
画
」
に
基
づ
き
、

町
の
目
指
す
姿
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
ら

を
具
現
化
す
る
た
め
、

計
画
を
企
画
し
、
施

策
を
実
施
し
ま
す
。

施
策
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
事
業
が
効

果
的
に
実
施
さ
れ
て

い
る
か
、
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
か
な
ど

評
価
の
視
点
を
取
り

入
れ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

行
政
経
営
を
確
立
し

ま
す
。

２
．
行
政
評
価
の
方
法　

≪１次評価≫
◇17年度施政方針に掲げる66事業
◇評価の視点
  町が実施する必要性、状勢の変化による必要性はどうか
  運営方法・コストに見合った活動かどうか
  施策を実現する手段として有効か

≪２次評価≫
◇１次評価で浮き彫りにされた課題を解決する方向性を示す
◇評価の視点
  Ａ 計画どおり実施
  Ｂ 若干の改善必要
  Ｃ 大幅な見直し必要
  Ｄ 廃止・中止必要

≪再評価≫
Ｃ（大幅な見直し必要）
Ｄ（廃止・中止必要）

課長会において再評価

今後の方向性検討

　

行
政
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
施

策
や
事
務
事
業
の
目
的
や
目
標
を

明
確
に
し
、
成
果
が
ど
の
程
度
達

成
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
り
施
策
等

の
今
後
の
方
向
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
平
成
17

年
度
の
施
政
方
針
に
掲

げ
る
事
業
に
つ
い
て
、

成
果
を
測
る
指
標
を
設

定
し
、
必
要
性
、
経
済

性
・
効
率
性
、
有
効
性

の
視
点
か
ら
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

　

１
次
評
価
は
、
所
管

課
が
行
い
、
２
次
評
価

は
、
内
部
で
組
織
す
る

行
政
評
価
委
員
会
が
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
外
部
評
価

の
視
点
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
随
時
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

振興実施計画 Plan(企画）

施策の実施 Do(実施）

行政評価 Check(評価） Action(見直し）

第４次総合計画の着実な推進

第５次総合計画の策定

組織

財源

目指す将来像と

取り組み手法の明示

（決算）

（予算）

人・自然 ともにきらめき、
    心豊かな美しい郷

ＰＤＣＡサイクル



　　 広報しらたか　2006.10.12●5

　

第
４
次
総
合
計
画
の
施
策
体
系

に
分
類
し
た
事
業
２
５
５
事
業
の

う
ち
、
概
ね
４
分
の
１
の
事
業
に

つ
い
て
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

所
管
課
が
行
っ
た
１
次
評
価
と
行

政
評
価
委
員
会
（
助
役
を
委
員
長

と
し
、
事
業
課
を
除
く
課
長
職
６

人
で
構
成
）
が
行
っ
た
２
次
評
価

の
レ
ベ
ル
別
の
割
合
は
次
の
と
お

り
で
す
。

レベル別分類
1次評価 2次評価

件　　数 構成割合 件　　数 構成割合

A　計画どおり実施 28 42.40% 15 22.70%

B　若干の改善必要 31 47.00% 42 63.60%

C　大幅な見直し必要 7 10.60% 9 13.60%

D　廃止・中止必要 0 0.00% 0 0.00%

計 66 100.00% 66 100.00%

1 次評価－ 2 次評価 件　数 課　　　題

A ― A 15 所管課と評価委員会の認識が同一であり、 課題を共有している。

B ― B 27 〃

C ― C 5 〃

A ― B 13 所管課は、 課題を捉えていないが見直すべき課題がある。

B ― C 4
所管課は、 若干の課題と捉えているが大幅な見直しを要する課
題がある。

C ― B 2 事業の執行において所管課の認識に大きな隔たりがある。

計 66

事業名 担当係 1 次評価 2 次評価

1 章　活力を生む魅力ある仕事
園芸産地拡大強化支援事業 農業振興係 A A
果実採取用桑品種育成事業 農業振興係 A B
環境保全型農業推進事業 農業振興係 B C
産地づくり対策事業 農業振興係 B C
保全松林健全化整備事業 みどりの郷推進係 B B
松林等自力防除支援事業 みどりの郷推進係 B B
森林環境保全整備事業 みどりの郷推進係 A A
県営畔藤ほ場整備事業 みどりの郷推進係 A A
観光 4 シーズン化推進事業 観光交流係 B B
ふるさと交流大使まちづくり事業 観光交流係 B B
しらたか的音楽映画塾開催支援事業 観光交流係 A A
企業立地促進事業費補助金 商工振興係 B B
地域産業創出事業の支援 商工振興係 B B
白鷹ブランド推進事業 産業企画係 B B
サテライトオフィス事業の推進 商工振興係 B B
ソフト小村整備事業 商工振興係 B C
2 章　人生を豊かにする学び
荒砥高校活性化ビジョン支援事業 学校教育係 A B
学習指導補助員設置事業 学校教育係 A B
特色ある学校経営補助事業 （小） 学校教育係 A A
特色ある学校経営補助事業 （中） 学校教育係 A A
生涯学習推進事業 生涯学習・スポーツ推進係 B B
伝統芸能保存伝承事業 文化振興係 B B
住民による主体的な公民館運営事業 生涯学習・スポーツ推進係 A B
各種スポーツ大会開催事業 （6 事業） 生涯学習・スポーツ推進係 B B
総合型地域スポーツクラブの研究 生涯学習・スポーツ推進係 C C
男女共生交流センター （仮称） 鮎貝まちづくり推進係 C C
3 章　快適で安心できる暮らし
ファミリーサポートセンター整備事業 児童係 A A
乳児保育促進事業 児童係 A A
障害児保育対策事業費 児童係 A A
人間ドック検診事業 健康推進係 B B
各種検診事業 健康推進係 B B
パークゴルフ場整備事業 健康推進係 B B
健康教育事業 健康推進係 B B
交通安全指導費 生活安全係 B B
消防団活性化事業 生活安全係 A A
消防施設整備事業 生活安全係 B B
防災体制整備事業 生活安全係 B B

　

ま
た
、
１
次
評
価
と
２
次
評
価

の
関
係
か
ら
、
次
の
課
題
が
見
え

て
き
ま
す
。

４．平成17年度施政方針に掲げる事業の評価結果

３
．
行
政
評
価
の
結
果　

事業名 担当係 1 次評価 2 次評価

介護保険事業 介護保険係 A B
介護保険事業計画の策定 介護保険係 B B
病院事業 病院 A A
訪問看護事業 訪問看護ステーション A A
総合情報センター事業 情報企画係 B C
省エネルギー推進事業 くらし・環境推進係 A B
フラワー長井線対策 政策企画係 B B
町営バス運行事業 政策企画係 C C
バス運行対策事業 政策企画係 C C
道路新設改良事業 （高岡横田尻線） 技術係 A B
道路新設改良事業 （大町西神明線） 技術係 A A
道路新設改良事業 （佐野線） 技術係 A A

都市計画街路事業
鮎貝まちづくり・
都市計画推進係

A B

下水道事業 下水道係 A B
個別排水処理施設事業 下水道係 A B
環境ＩＳＯ推進事業 くらし・環境推進係 B B
花いっぱい運動事業 くらし・環境推進係 B B
ごみの減量化の推進 くらし・環境推進係 B B
4 章　特色ある交流を促す遊び
健康公園樹木の整備（コミュニティ助成事業） 政策企画係 A A
アダプト推進事業 管理係 A B
中山間地域直接支払推進事業 農業振興係 A B
協働のまちづくり農村整備事業 みどりの郷推進係 B B
協働のまちづくり森林整備事業 みどりの郷推進係 A B
協働のまちづくり事業（河川） 技術係 C B
協働のまちづくり事業（道路） 技術係 C B
協働のまちづくり事業（道路河川災害復旧） 技術係 C C
5 章　効率行政の推進
行財政改革推進事業 行革推進係 B B
大課制等行政組織の見直し事業 総務係 B B
協働の視点によるまちづくりと行政サービスの展開 政策企画係 B B

＊各事業の評価結果は、白鷹町ホームページの「行財政
　改革」コーナーに掲載していますのでご覧ください。
　ホームページアドレスhttp://town.shirataka.yamagata.jp/
　osirase/gyoukaku-top.htm
■問い合わせ　政策改革課行財政改革係（☎85－6124）
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白
鷹
町
立
中
山
小
学
校
�

統
合
�
�
�
�

　

今
年
４
月
25
日
付
け
で
中
山
区
よ
り
「
中
山
小
学
校

統
合
に
関
す
る
報
告
書
」
が
町
並
び
に
教
育
委
員
会
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
教
育
委
員
会
で
は

多
方
面
に
わ
た
り
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
統
合
時
期
や
統
合
先
に
つ
い
て
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

��

中
山
小
学
校
�
統
合
先
�

�
�
�

・・・
鷹
山
小
学
校

　

学
力
充
実
の
基
本
と
な
る
関
わ

り
合
い
を
中
心
と
す
る
「
社
会
性

の
育
成
」
や
き
め
細
か
い
指
導
に

よ
る
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」
を

図
り
、
故
郷
を
誇
れ
る
児
童
を
育

成
す
る
た
め
、
地
域
と
一
体
に
な

っ
た
教
育
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、

中
山
小
学
校
の
統
合
先
は
鷹
山
小

学
校
と
し
ま
す
。

　

特
に
、
学
校
教
育
の
重
点
で
あ

る
「
生
き
る
力
の
創
造
」
を
め
ざ

し
、「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
自

ら
判
断
す
る
」
学
力
の
育
成
と
地

域
に
根
ざ
し
た
学
び
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
歴

史
的
に
も
学
校
間
連
携
に
お
い
て

も
結
び
つ
き
が
深
く
、
同
じ
鷹
山

地
区
と
し
て
培
わ
れ
て
き
た
伝
統

文
化
を
共
通
の
教
育
の
資
源
と
し

て
捉
え
、
地
理
的
条
件
の
一
体
性

を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

��

統
合
時
期
�
�
�
�

・・・
平
成
19
年
４
月
１
日

　

統
合
の
時
期
は
「
中
山
小
学
校

に
関
す
る
報
告
書
」
の
趣
旨
を
最

大
限
に
尊
重
し
、
不
安
の
な
い
就

学
形
態
を
確
立
す
る
た
め
に
は
早

期
対
応
が
不
可
欠
と
判
断
し
、
平

成
19
年
４
月
１
日
と
し
ま
し
た
。

��

通
学
方
法
�
�
�
�

　

通
学
距
離
が
長
く
な
り
、
徒
歩

で
の
通
学
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

保
護
者
に
経
済
的
な
負
担
を
か
け

な
い
こ
と
も
条
件
と
な
り
ま
す
。

通
学
手
段
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

の
か
た
が
た
と
十
分
に
話
し
合
い

を
持
ち
な
が
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

９
月
２
日
の
新
聞
に
「
中
山
小

学
校
の
統
合
」
関
係
と
併
せ
、
白

鷹
町
学
校
教
育
検
討
委
員
会
（
委

員
数
26
名
、
委
員
長　

菅　

正
男

氏
）
か
ら
の
「
ま
と
め
」
に
つ
い

て
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
白
鷹
町

学
校
教
育
検
討
委
員
会
の
検
討
状

況
に
つ
い
て
は
、
広
報
し
ら
た
か

６
月
12
日
号
で
中
間
報
告
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
去
る
８
月
16

日
付
け
で
最
終
「
ま
と
め
」
が
教

育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
予
想
を
上
回
る
少

子
化
状
況
か
ら
将
来
の
小
・
中
学

校
の
あ
り
方
、
適
正
規
模
、
適
正

配
置
等
を
検
討
し
た
結
果
、「
平
成

28
年
度
を
目
途
に
２
小
学
校
１
中

学
校
」
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
そ
の
「
ま
と

め
」
を
踏
ま
え
、
将
来
の
学
校
の

あ
り
方
に
つ
い
て
鋭
意
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
決
定
事
項
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
た
め
て
広
報
等
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
（
☎
85

－

６
１
４
４
）

白
鷹
町
�
�
�
�
交
流
大
使
�

委
嘱
�
�
�
�

　

９
月
30
日
、
白
鷹
町
ふ
る
さ
と

交
流
大
使
と
語
る
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
の
理
念
の
も
と
、
連
携
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
町

出
身
者
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
か

た
12
名
に
、
引
き
続
き
ま
ち
づ
く

り
応
援
団
と
し
て
ふ
る
さ
と
交
流

大
使
を
ご
委
嘱
申
し
上
げ
ま
し
た
。

委
嘱
期
間
は
平
成
18
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

　

青
木
邦
明
さ
ん
（
蚕
桑
出
身
）

　

安
部
俊
彦
さ
ん
（
十
王
出
身
）

　

伊
藤
淳
子
さ
ん
（
東
京
都
）

　

井
上
良
弘
さ
ん
（
荒
砥
出
身
）

　

小
形
雄
二
さ
ん
（
東
根
出
身
）

　

加
藤
栄
助
さ
ん
（
蚕
桑
出
身
）

　

小
口
英
吉
さ
ん
（
鮎
貝
出
身
）

　

武
田
節
子
さ
ん
（
鮎
貝
出
身
）

　

田
勢
康
弘
さ
ん
（
蚕
桑
出
身
）

　

塚
原
光
英
さ
ん
（
荒
砥
出
身
）

　

平
木
市
子
さ
ん
（
荒
砥
出
身
）

　

布
川
文
雄
さ
ん
（
鮎
貝
出
身
）

以
上
12
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

語
る
会
で
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
号
11
月
12
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
観

光
交
流
係
（
☎
85

－

６
１
２
６
）
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10
月
�
土
地
月
間
�
�

一
定
面
積
�
�
�
以
上
�
土
地
取
引
�
� 

�
�

届
出
�
必
要
�
�

届
出
�
契
約
後
�

  

�

�
週
間
以
内
�
�
�
�
�
�  

※
一
定
面
積
と
は
？

�
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
�

（１）都市計画区域

   　　　　5,000m2以上

　　　　　
（５反歩）

（２）都市計画区域以外の区域

   　　　　10,000m2以上

　　　　　
（１町歩）

◇一団の土地取引についても

　届出が必要です。

（例）

２．白鷹町基準地価格

基準地の所在
今年価格
（円/m2）

前年価格
（円/m2）

変動率
（％）

大字荒砥甲字長表五788番23（仲町公民館付近） 19,200 20,300 -5.4

大字鮎貝字八幡一1104番4　外3筆（新野医院付近） 10,200 10,900 -6.4

大字十王字本宿2934番1（本宿7町内） 9,600 10,000 -4.0

大字鮎貝字内町二3284番4　外1筆（内町通り中央） 16,100 17,400 -7.5

大字鮎貝字神明六2886番2　外3筆（北海道あけぼの食品付近） 11,800 13,000 -9.2

■土地取引届出及び地価調査

への問い合わせは政策改革課

政策企画係（☎85－6123）へ

どうぞ

◎
地
価
調
査
と
は

�

地
価
調
査
�
�
�
県
内
全
市
町

村
�
対
象
�
�
�
�
各
地
域
�
基

準
�
�
�
土
地
�
�
�
�
基
準
地

�
�
�
�
�
�
��
選
�
�
�
�
�

適
正
�
土
地
価
格
�
公
表
�
�
�

�
�
�
土
地
�
売
買
�
�
際
�
目

安
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
地
価
調
査
価
格
�
�
国

�
地
方
公
共
団
体
等
�
公

共
用
地
�
買
収
�
�
場
合

�
基
準
�
�
�
�
�
�
�

知
事
�
国
土
利
用
計
画
法

�
基
�
�
�
土
地
売
買
�

届
出
�
�
�
�
土
地
�
取

引
価
格
�
審
査
�
分
析
�

�
�
�
�
�
基
準
�
�
�

�
�
�
�
�
�
適
正
�
地

価
�
形
成
�
大
�
�
役
割

�
果
�
�
�
�
�
�
�

◎
土
地
売
買
の
と
き
に
は
�

ま
ず
地
価
調
査
価
格
を
調

べ
ま
し
�
う
�

�

売
買
�
対
象
�
�
�
土

地
�
条
件
�
土
地
�
形
状
�

道
路
�
条
件
�
最
寄
駅
�

�
�
距
離
�
上
下
水
道
�

整
備
状
況
�
�
�
�
基
準

地
�
条
件
�
比
較
�
�
�
�

�
�
�
�
�
適
正
�
価
格

�
�
�
�
�
�
�
�
�
土

地
売
買
�
�
�
�
�
�
�

�
地
価
調
査
価
格
�
�
調
�
�
�

�
�
�
地
価
調
査
�
基
準
地
�
�

皆
�
�
�
身
近
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�

�
�
�
地
価
調
査
価
格
�
�
�

月
�
日
現
在
�
価
格
�
�
�
�
�

�
�
後
�
地
価
動
向
�
考
慮
�
�

必
要
�
�
�
�
�
�

◎
地
価
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
町

役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
�

�

地
価
調
査
�
基
準
地
価
格
�
基

準
地
�
接
�
�
道
路
�
種
類
�
幅

員
�
基
準
地
�
周
辺
�
土
地
利
用

状
況
�
�
�
詳
�
�
記
載
�
�
地

価
調
査
�
関
係
書
面
�
�
町
役
場

及
�
県
庁
�
�
誰
�
�
簡
単
�
閲

覧
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
県
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
内
容
�
公
開
�
�
�
�
�
�

◎
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
は
売
買
等
の
取
引
を
す
る
場
合

は
届
出
が
必
要
で
す
�

�

市
街
化
区
域
�
�
�
�
�
�
�

市
街
化
区
域
以
外
�
都
市
計
画
区

域
�
�
�
�
�
�
�
都
市
計
画
区

域
以
外
�
区
域
�
�
�
�
�
�
万

�
以
上
�
土
地
�
売
買
等
�
行
�

場
合
�
�
契
約
�
結
�
�
後
2
週

間
以
内
�
届
出
�
必
要
�
�
�
�
�

買
�
主
�
必
�
町�
政
策
改
革
課
�

�
届
�
出
�
�
�
�
�
�

平
成
18
年
度

地
価
調
査
結
果
�
�
�
�

　

９
月
19
日
に
県
か
ら
平
成
18
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１．対前年度変動率（％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地 調区内宅地

山形県平均 -5.0 -6.9 -5.5 -6.0 -4.1

白鷹町平均 -5.3 -7.5 － -9.2 －

届出の必要な取引
●売買
●交換
●営業譲渡
●譲渡担保
●代物弁済
●共有持分の譲渡
●地上権、賃借権の設定、譲渡
●予約完結権、買戻権など譲渡
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「
国
民
保
護
法
」っ
て
な
に
？

　

平
成
16
年
９
月
に
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
国
民
保
護

法
）」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
保
護
法
は
、
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
や
大
規

模
テ
ロ
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
、
国
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
武
力
攻
撃
に
伴
う
被
害
を
最

小
に
す
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
役
割
分

担
や
そ
の
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
法
律

で
す
。

や
大
規
模
テ
ロ
の
緊
急
事
態
が
起

き
た
場
合
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
避
難
や
救

援
な
ど
の
対
応
を
定
め
た
「
白
鷹

町
国
民
保
護
計
画
」
を
平
成
18
年

度
中
に
作
成
し
ま
す
。

　

町
は
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害

等
と
同
様
に
、
国
、
県
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
万
が
一
の
事
態
に

的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
、
安
全

で
安
心
な
「
し
ら
た
か
」
を
確
保

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
平
和
と
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
諸
外
国
と
の
良

好
な
協
調
関
係
を
確
立
す
る
な
ど

の
外
交
努
力
や
国
際
社
会
と
の
協

力
な
ど
が
、
重
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
万
が
一
、
わ
が
国
に
対
す
る

外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
大
規
模

テ
ロ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た

場
合
、
迅
速
に
住
民
の
避
難
誘
導

を
行
う
な
ど
、
国
、
県
、
市
町
村

等
が
協
力
し
て
国
民
を
守
る
た
め

の
し
く
み
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
う
し
た
武
力
攻
撃

●
国
民
保
護
に
関
す
る

基
本
指
針
・
計
画

　

国
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
備

え
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
保
護
に

関
す
る
基
本
指
針
を
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
行
政
機
関（
※
１
）、

地
方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機
関

（
※
２
）
及
び
指
定
地
方
公
共
機

関
（
※
３
）
は
、
国
民
の
保
護
に

関
す
る
計
画
（
国
民
保
護
計
画
）

ま
た
は
業
務
計
画
（
国
民
保
護
業

務
計
画
）
を
作
成
し
ま
す
。

　

都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
は
、

国
民
保
護
計
画
を
作
成
ま
た
は
変

更
す
る
と
き
は
、
関
係
機
関
の
代

表
者
等
か
ら
な
る
国
民
保
護
協
議

会
（
各
都
道
府
県
・
市
町
村
に
設

置
）
に
諮
問
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

白
鷹
町
で
は
、
国
や
県
、
町
、

自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
電
力
、

通
信
、
団
体
な
ど
の
関
係
者
30
人

か
ら
な
る
「
白
鷹
町
国
民
保
護
協

議
会
」
を
発
足
し
、
平
成
18
年
８

月
29
日
、
第
１
回
の
協
議
会
を
開

催
、
協
議
会
の
運
営
や
国
民
保
護

の
概
要
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、「
白
鷹
町

国
民
保
護
計
画
」
作
成
に
向
け
、

審
議
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
協
議
会
の
会
議
は
、
公
開
す

る
と
し
て
い
ま
す
（
個
人
情
報
が

関
係
す
る
場
合
な
ど
、
公
開
し
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
白
鷹
町
国
民
保
護
計
画

素
案
を
作
成
し
た
段
階
で
、
こ
の

計
画
素
案
に
関
す
る
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
生
活
安

全
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

［国］
基本指針

［指定行政機関］
国民保護計画

［都道府県］
国民保護計画

［指定公共機関］
国民保護業務計画

［指定地方公共機関］
国民保護業務計画

［市町村］
国民保護計画

・国民保護の実施に関する基本
 的な方針
・国民保護計画及び国民保護業
 務計画の作成の基準 など

平成16年度

平成17年度

平成18年度

※１ ※２

※３

（※１）指定行政機関
     内閣府、各省庁等の中央行政機関等
（※２）指定公共機関
     独立行政法人、日本銀行、日本赤十字社、日本放送協会その他の公共的機関及び電気、
          ガス、輸送、通信、その他の公益的事業を営む法人で政令及び内閣総理大臣公示で指定
（※３）指定地方公共機関
     都道府県の区域において、電気、ガス、輸送、通信、医療その他の公益的事業を営む法
     人、地方道路公社その他の公共的施設を管理する法人及び地方独立行政法人で、あらか
     じめ当該法人の意見を聴いて都道府県知事が指定
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武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
な
ど
に

「
国
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
」を
保
護
す
る
た
め
の

�
�
�
柱

　

日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
迫

っ
た
場
合
や
大
規
模
テ
ロ
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
国
は
そ
の

情
報
を
把
握
し
、
国
民
に
警

報
を
発
令
し
ま
す
。
ま
た
、

国
は
避
難
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
都
道
府
県
の
知
事
に
、

避
難
措
置
の
実
施
に
つ
い
て

指
示
を
行
い
ま
す
。

　

都
道
府
県
知
事
は
、
市
町

村
長
を
経
由
し
て
、
住
民
に

対
し
、
避
難
の
指
示
を
行
い

ま
す
。

　

市
町
村
長
は
、
消
防
等
を

指
揮
し
、
避
難
住
民
の
誘
導

を
行
い
ま
す
。

・武力攻撃事態等の現状及び予測
・武力攻撃が迫り、または現に武力
 攻撃が発生したと認められる地域
・住民に対し周知させるべき事項

・住民の避難が必要な地域
・住民の避難先となる地域
・住民の避難に関係機関が講じるべ
 き措置の概要

・避難の方法
・避難の経路などの指示

警報の発令 避難措置の指示

避難の指示警報の通知

住民への伝達 避難誘導

国

都道府県

市町村

避�

難

　

日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
迫

っ
た
場
合
や
大
規
模
テ
ロ
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
国
は
そ
の
情
報

を
把
握
し
、
国
民
に
警
報
を
発
令

し
ま
す
。
ま
た
、
国
は
避
難
の
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
都
道
府
県
の

知
事
に
、
避
難
措
置
の
実
施
に
つ

い
て
指
示
を
行
い
ま
す
。

　

都
道
府
県
知
事
は
、

市
町
村
長
を
経
由
し
て
、

住
民
に
対
し
、
避
難
の

指
示
を
行
い
ま
す
。

　

市
町
村
長
は
、
消
防

等
を
指
揮
し
、
避
難
住

民
の
誘
導
を
行
い
ま
す
。

救�

援国［対策本部］

都道府県知事・政令都市の長
（市町村長）

収容施設の設置、食品・飲料水の提供
生活必需品の提供、医療の提供など

救援の指示

救援の実施

武
力
攻
撃
�
伴
�

被
害
�

最
小
化

●
生
活
関
連
等
施
設
（
原
子
力

　

発
電
所
、
ダ
ム
、
鉄
道
施
設

　

な
ど
）
の
安
全
の
確
保
、
警

　

備
の
強
化
、
立
入
制
限
な
ど

●
警
戒
区
域
の
設
定
、
警
戒
区

　

域
内
へ
の
立
入
制
限
及
び
禁

　

止
、
退
去
命
令

●
危
険
物
、
毒
物
、
劇
物
、
高

　

圧
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
災
害
の

　

発
生
の
防
止

●
消
火
、
救
急
及
び
救
助
活
動

　

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
が
協

力
し
て
、
武
力
攻
撃
に
伴
う
被
害

を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
行
い
ま
す
。
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白
鷹
町
�

介
護
保
険

平
成
17
年
度
決
算

　

平
成
17
年
度
の
白
鷹
町
介
護
保

険
特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額
12
億

５
５
５
３
万
円
、
歳
出
総
額
12
億

３
９
３
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
給
付
費
は
、
11
億
９

５
５
８
万
円
、
昨
年
度
か
ら
５
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
増
加
等
に
よ
る
給
付

費
増
の
一
方
で
、
平
成
17
年
10
月

か
ら
実
施
さ
れ
た
食
費
・
居
住
費

の
自
己
負
担
化
が
給
付
費
抑
制
の

要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
か
た
（
第
１
号
被

保
険
者
）
か
ら
町
が
直
接
い
た
だ

い
た
介
護
保
険
料
は
、
１
億
７
２

４
０
万
円
で
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
っ
た
と
き
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
し
く
み
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
よ
り
高
齢
者
の
自
立
支
援
を

図
る
た
め
の
予
防
重
視
型
の
制
度

と
し
て
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
保
険

料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
白

鷹
町
を
め
ざ
し
て
、
介
護
予
防
・

重
度
化
防
止
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

歳出：12億3,935万円 歳入 :12億5,553万円

■要介護認定等に関するお問い合わせ　白鷹町地域包括支援センター（☎86－0112）

介護保険サービスを利用するには申請が必要です
　介護保険のサービスを利用いただくには、要介護（要支援）申請を行い、　
　認定を受ける必要があります。申請から認定までの流れは下図のとおりです。

被
保
険
者

地域包括支援
センター

（健康福祉課内）

ご本人の状態に関して、
正確な意見を報告いただ
ける主治医の先生に意見
書を町が依頼します。

認定調査

認定調査員が訪問し、
介護を必要とするかた
の心身の状態をお聞き
します。

コンピュータによる
判定（一次判定）

調査項目に関して聞
き取ってきた事項

介護認定審査会
（二次判定）

一次判定の結果と、調査の際の聞き取り
事項、主治医の意見書などをもとに本人
の状態の維持・改善の可能性を含めて審
査し、認定の区分を判定します。
○審査会は、保健･医療･福祉に関する専門的
 知識を持つかたで構成されます。

結果通知
（認定申請から原則30日以内）

認定結果に応じてサービスを利用：ケアマネジャー等が作成するサービス利用計画に基づき必要なサービスを利用します。
原則として、かかる費用の１割が自己負担です。ただし、食費や部屋代などは全額自己負担です。
○要支援１・２･･･日常生活上の支援に加え、機能訓練や栄養改善指導などのサービスを本人の選択に基づき利用できます。
○要介護１～５･･･状態の悪化を防ぎ、日常生活を支援するためのさまざまなサービスを利用できます。
○非該当･･･介護保険のサービスは利用いただけませんが、状態に応じて介護予防のためのサービス(地域支援事業)が利用できます。

主治医の意見書

申　

請

その他
1,075万円

0.9％

基金積立金
14万円
0.0％

財政安定化基金拠出金
110万円
0.1％

総務費
3,178万円

2.6％

介護保険給付費
11億9,558万円

96.5％

給付費の内訳
居宅サービス：5億9,566万円 49.8％
施設サービス：5億7,039万円 47.7％
高額介護サービス：  655万円  0.5％
特定入所者介護サービス費：2,108万円  1.8％
審査支払手数料：  190万円  0.2％

その他
989万円
0.8％

繰越金
1,185万円

0.9％

第1号被保険者
保険料

1億7,240万円
13.7％

国庫支出金
3億4,230万円

27.3％

支払基金交付金
3億8,913万円

31.0％

県支出金
1億4,942万円

11.9％

一般会計繰入金
1億8,054万円

14.4％

要介護等認定者数などの比較 （事業年度平均）
前期高齢者 後期高齢者 要介護等 介護サービス サービス 居宅サービス 施設サービス

（65 ～ 74 歳） （75 歳以上） 認定者数 利用実人数 利用率 利用者数 利用者数

平成 17 年度 2,208 人 2,702 人 809 人 726 人 89.7% 552 人 182 人

平成 16 年度 2,323 人 2,588 人 785 人 691 人 88.0% 527 人 169 人
※同一月の居宅･施設両サービス利用者がいるため、 介護サービス利用実人数と両サービスの合計人数は一致しません。
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■介護保険に関するご意見、お問い合わせ　健康福祉課介護保険係（☎86－0213）

サービスの種類 サービスの内容
支出額

（　）内は施設、居宅
サービスごとの比率

施
設
サ
�
ビ
ス

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常に介護が必要で自宅での介護が困難なかたが入所し、
介護などの日常生活の世話、機能訓練、健康管理などが
受けられます。

3億 7,616 万円
（65.9％）

5億 7,039 万円
介護老人保健施設
（老人保健施設）

病気やけがなどの治療後、リハビリテーションなどを必
要とするかたが入所し、医学的管理下における、介護、
看護、リハビリテーションなどが受けられます。

1億 8,198 万円
（31.9％）

介護療養型医療施設
長期にわたって療養が必要なかたが入所し、療養上の管
理、看護、医学的管理下における介護などの世話、リハ
ビリテーションなどが受けられます。

1,225 万円
（2.1％）

居
宅
サ
�
ビ
ス

訪問介護
ホームヘルパーが訪問して入浴、排泄、食事などの介護
をします。

6,347 万円
（10.7％）

5億 9,566 万円

訪問入浴介護
浴槽を積んだ浴槽車が自宅を訪問し、入浴サービスを行
います。

252 万円
（0.4％）

訪問看護 看護師などが自宅を訪問し、看護などを行います。
2,896 万円
（4.9％）

訪問リハビリテーション 専門職が自宅を訪問し、リハビリテーションを行います。
252 万円
（0.4％）

通所介護（デイサービス）
デイサービスセンターなどに通い、入浴・食事の提供な
どを受けます。

1億 6,245 万円
（27.3％）

通所リハビリテーション
介護老人保健施設などに通い、リハビリテーションを行
います。

7,505 万円
（12.6％）

福祉用具貸与 貸与の対象として定められた福祉用具の貸付を受けます。
4,154 万円
（7.0％）

短期入所介護
（ショートステイ）

特別養護老人ホームや老人保健施設などに短期間入所し、
入浴、排泄、食事などの介護や機能訓練を受けられます。

1億 3,015 万円
（21.8％）

居宅介護支援
ケアマネジャーが利用計画の作成などのケアマネジメン
トを行います。（利用者負担なし）

5,507 万円
（9.2％）

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師などが療養上の管理や指導を行
います。

785 万円
（1.3％）

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

比較的安定した認知症の方が共同生活をする住居におい
て、入浴、排泄、食事などの介護が受けられます。

1,476 万円
（2.5％）

特定施設入所者生活介護
有料老人ホームなどで入浴、排泄、食事などの介護が受
けられます。

453 万円
（0.8％）

福祉用具購入費
住宅改修費

保険対象となる福祉用具の購入や住宅改修を行い、後で
費用の９割を介護保険から払い戻しを受けます。（住宅改
修は事前の申請が必要です。）

679 万円
（1.1％）

そ
の
他

高額介護サービス費

１カ月の利用者負担額が、一定の上限額（一般世帯は
37,200 円）を超えた場合、超えた分が払い戻されます。
（払い戻しを受けるためには申請 (初回時のみ )が必要で
す。）

655 万円

特定入所者介護サービス費

施設サービス等を利用する際の食費及び居住（滞在）費
について、負担が重くならないよう、世帯状況や所得状
況などに応じて自己負担の限度額が設けられます。施設
が定めた食費及び居住（滞在）費のうち、利用者は限度
額までを負担いただきます。それを超えた分は介護保険
から支給されます。（自己負担の限度額の適用を受けるた
めには申請が必要です。）

2,108 万円

審査支払手数料
介護サービス事業者からの請求等についての審査・支払
い等に関する事務を国保連合会に委託しており、その手
数料を支払います。

190 万円

介護保険給付費合計 11 億 9,558 万円

■介護保険給付費の内訳
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害
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�
認
知
症
�
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�
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態
�
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�
�
生
�
�
可
能
�
�
�
�
人
�
意
思
�
尊
重
�
�
�
�
社
会
�
向
�
�

�

あ
な
た
の
た
め
の　

成
年
後
見
制
度

新
�
�
成
年
後
見
制
度
�
開
始

　

新
し
い
成
年
後
見
制
度
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
禁
治
産
」「
準
禁
治

産
」
の
制
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
後

見
」「
保
佐
」
に
改
め
、
新
た
に

「
補
助
」
の
制
度
を
設
け
、
よ
り

柔
軟
で
利
用
し
や
す
い
制
度
に
改

正
し
ま
し
た
。

補
助
�
保
佐
�
後
見
�

�
�
�
類
型

　

法
定
後
見
制
度
で
は
、
利
用
者

本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
よ
っ

て
、
不
十
分
さ
が
も
っ
と
も
軽
い

人
を
対
象
と
す
る
の
が
補
助
、
次

い
で
保
佐
、
そ
し
て
後
見
と
な
り

ま
す
。

成
年
後
見
制
度
�
�
�
�
�

補　助
精神上の障害（認知症・知的
障害・精神障害など）により
判断能力が不十分な人
（例：重要な財産管理などを
一人ですることが不安な人）

保　佐
精神上の障害により判断能力
が著しく不十分な人
（例：日常の買い物は一人で
できるが、重要な財産管理な
どはできない人）

後　見
精神上の障害により常に判断
能力を欠く状態にある人
（例：日常の買い物も一人で
はできない人）

利用者本人の財産や権利を守るのが補助人・保佐人・成年後見人（以下「成
年後見人等」）です。また、その成年後見人等がそれぞれにきちんと仕事を果
たしているかどうかチェックをする監督人が選任されることがあります。

成
年
後
見
人
等
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

成
年
後
見
人
等
は
配
偶
者
に
限

ら
ず
、
司
法
書
士
、
弁
護
士
な
ど

の
法
律
家
や
社
会
福
祉
士
な
ど
、

家
庭
裁
判
所
が
事
情
を
考
慮
し
た

う
え
で
、
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
任

し
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
人
や
法

人
も
成
年
後
見
人
等
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
立
�
�
方
法

�
�
�
申
�
立
�
�
�
�
�
�
�

　

補
助
・
保
佐
・
後
見
の
開
始
の

手
続
き
を
申
し
立
て
ら
れ
る
の
は
、

利
用
者
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等

内
の
親
族
な
ど
で
す
。
ま
た
、
利

成年後見制度のしくみ

成
年
後
見
制
度

利
用
者
本
人

補助 補 助 人（保護する人） 補助監督人

法定後見制度 保佐 保 佐 人（保護する人） 保佐監督人

後見 成年後見人（保護する人） 成年後見監督人

任意後見制度 任意後見契約 利用者本人 任意後見人 任意後見監督人

成年後見制度のお問い合わせ
健康福祉課

地域包括支援センター
（☎86－0112）　

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
高
齢
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者

な
ど
、
精
神
上
の
障
害
に
よ
っ
て
判
断
能
力
の
十
分
で
な
い
人
び
と
が
一

方
的
に
自
分
に
不
利
な
契
約
を
結
ば
な
い
よ
う
に
、
一
定
の
決
め
ら
れ
た

人
が
、
本
人
の
不
十
分
な
判
断
能
力
を
補
い
、
保
護
す
る
制
度
で
す
。

用
者
本
人
に
配
偶
者
、
二
親
等
内

の
親
族
が
な
く
、
あ
っ
て
も
音
信

不
通
な
ど
の
事
情
で
、
特
に
福
祉

を
図
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
と

き
、
市
町
村
長
が
申
立
て
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
立
�
�
手
続
�
�

　

利
用
者
本
人
の
住
所
地
の
家
庭

裁
判
所
に
申
立
書
を
提
出
し
ま
す
。

申
立
書
は
、
家
庭
裁
判
所
所
定
の

用
紙
に
、
必
要
な
事
項
を
記
入
し

ま
す
。
申
立
て
の
方
法
な
ど
が
わ

か
ら
な
い
場
合
は
、
家
庭
裁
判
所

の
家
事
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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補　　　助 保　　　佐 後　　　見

開
始
�

手
続
�

申立権者
本人、 配偶者、 四親等内の親族、 検察官
任意後見人、 任意後見監督人、 任意後見受任者、 （市町村長）、 など

利用者本人
の同意

必　　　要 不　　　要

成年後見人等 補　助　人 保　佐　人 成　年　後　見　人

保
護
�
内
容

同意権・取消権

申立ての範囲内で家庭裁判所が定め
る 「特定の法律行為」

不動産やその他重要な財産に関する
権利の取得 ・ 喪失を目的とする行為
など民法 13 条１項各号所定の行為

利用者本人の法律行為全般
（取消権のみ）
※同意権についての規定はありません

日常生活に関する行為を除く

本人の同意 必　　要 不　　要

代理権 申立ての範囲内で家庭裁判所が定める 「特定の法律行為」 財産に関するすべての法律行為

本人の同意 必　　要 不　　要

●同意権　本人が特定の法律行為をするには補助人・保佐人の同意を得なければならないという
　　　　　ことを、補助人・保佐人の権限として表したもの
●取消権　本人が行った法律行為を取り消すことができる権限
　　　　　（取り消された法律行為は、はじめから無効であったものとみなされる）
●代理権　成年後見人等が本人に代わって（本人を代理して）特定の法律行為を行う権限

家庭裁判所

家庭裁判所

公正証書によって
手続きを行います

法定後見

後見・補佐・補助の開始の申立て

利用者本人の身の回りに配慮しながら、
事務を行います

保 護 成年後見登記
法務局が管理します
＊審判内容は戸籍には記載されません

選任

監督

監督

監督人

監督人の選任
＊監督人を選任せず直接成年後見人等を

監督する場合もあります。

成年後見人等の選任
＊利用者本人の判断能力について
鑑定が行われることもあります
（別途費用がかかります）

●判断能力が十分ではないかたが
 財産を処理したり、福祉サービ
 スなどを受けたい
●一人でするには不安がある、も
 しくは一人ではできない

任意後見監督人
選任の申立て

任意後見

判断能力が十分
でなくなった

家庭裁判所
申立てに必要な添付書類
・申立書 ・申立手数料 ・登記印紙 ・戸籍謄本（申立人、利用者本人、成年後見人等候補者） ・住民票および身分証明書
・郵便切手 ・利用者本人と成年後見人等候補者の「登記事項の証明書」あるいは、「登記されていないことの証明書」
・利用者本人の診断書 ・戸籍附票 など

調査：調査官が事情をたずねたり、問い合わせをしたりします。

審問：必要に応じて家事審判官（裁判官）が直接事情をたずねます。

審判の手続き

家庭裁判所の審判

手続きの流れ

本人
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保
育
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対
象
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家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
乳

幼
児
で
す
。

�
申
�
込
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方
法

初
�
�
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育
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�
入
所
�
�
�
子
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�
�
場
合
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新
規
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書
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書
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�
保
育
園
�
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�
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課
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係

�
受
�
取
�
�

�

�
必
要
事
項
�
書
�
�
書
類
等
�
準
備
�
�
�
�
不
明
�
点
�
�

提
出
�
�
時
�
�
相
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�
�
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�
�

�

�
期
日
�
�
健
康
福
祉
課
児
童
係
�
書
類
等
�
提
出
�
�
�

　

入
所
申
込
書
と
関
係
書
類
を
表
２
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
申
込
書
は
、
各
保
育
園
及
び
健
康
福
祉
課
児
童
係
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
入
所
し
て
お
り
、
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す
る
場

合
は
、
今
回
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
園
を
通

じ
「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
保
育
園
か
ら
ほ
か
の
保
育
園
に
入
所
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
新
規
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
保
育
料
�

　

国
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年

齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

�
入
所
承
諾
�

　

２
月
ご
ろ
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
（
す
で
に
就
学
前
ま
で
承
諾

さ
れ
て
い
る
か
た
に
は
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
）。

※
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
こ
の
期
間
に
忘
れ
ず
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
こ
の
期
間
後
に
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、

定
員
等
の
都
合
に
よ
り
希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

施設名 定員 対象 保育サービス 保育形態

こぐわ保育園 90 3～5歳 時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

あゆかい保育園 120 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

よつば保育園 90 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育 年齢別保育

ひがしね保育園 90 3～5歳
時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、

障害児保育、一時保育
異年齢混合保育（3、4、5歳）

あらと保育園 150 0～5歳
時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、

一時保育

年齢別保育（0、1、2、5歳）

異年齢混合保育（3、4歳）

表１　募集内容と保育サービス

＊対象児童年齢は、平成19年4月1日現在のものとします。
＊一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童とします。

保育園児を募集します
平成19年度
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受付場所

健康福祉課児童係
（健康福祉センター内）

☎ 86-0212

受付日時

11月１日（水）～14日（火）
午前８時30分～午後５時

表２　申し込みの受付日時と場所

＊土・日・祝日を除く。月曜日は夜７時まで

世帯の課税状況 3歳未満児 3歳以上児

生活保護世帯 0円 0円

町民税・所得税非課税

世帯
8,000円 5,000円

町民税課税・所得税非

課税世帯
17,000円 14,000円

所得税課税世帯
25,000円

～50,000円

19,000円

～36,000円

表３　平成18年度保育料

＊１世帯から２人の児童が入所する場合は、１人は
　半額に、３人以上が入所する場合は、１人は半額、
　もう１人は10分の１の額となります。

問い合わせ

　健康福祉課児童係
　（健康福祉センター内・☎86－0212）

「入湯税」ってなに？

　入湯税は町内の温泉（鉱

泉浴場）を利用した人が負

担する税金で、経営者が料

金と一緒に徴収し、町に納

付します。この税は目的税

で、環境衛生施設や鉱泉源

の保護管理施設・消防施設

・観光施設などの整備及び観光の振興に要する経

費に充てるなどその使い道が定められています。

　平成17年度は、約1019万円の収入があり、鉱泉

源の管理や観光振興のために活用されました。現

在、町内では２つの温泉施設が営業を行っており、

利用された皆さんからお預かりした入湯税が町財

政の貴重な収入となっています。しかし、残念な

ことに入湯客が年々減少傾向にあり、平成17年度

は前年度に比べ約19万円の減収となりました ｡

　寒さの増すこれからの季節、心身とも温まりに、

疲れ直しに、町内の温泉をぜひご利用ください。

●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　　100円
●課税されない人
12 歳未満の人や、学校が教育活動として実施す
　る行事に参加する生徒等などは課税されません。

「都市計画税」とは？

　都市計画税は、都市計画法第59条の規定に基づ

く都道府県知事の認可または国土交通省の承認を

受けた都市計画事業（道路・公園・下水道整備な

ど）または土地区画整備事業に要する費用に充て

る目的で課すことのできる市町村の税金です。

白鷹町では、昭和54年から導入し、課税は町の条

例で定める都市計画区域内の用途区域にある土地

と家屋が対象となっています。

　税率は0.3％で、固定資産税とあわせて賦課・徴

収しています。

　平成17年度は4847万円の収入があり、街路・公

園・下水道の整備に活用されました。

問い合わせ
町民税務課町税係
（☎85－6133）
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　９月20日、蚕桑小学校で自然エネルギー
教室が行われました。児童自ら地球温暖化
を考え、環境保護や自然の恵みの大切さを
学んでいこうというもの。この日は中山小
学校の児童も参加し、環境アドバイザーの
武内賢司さんからお話を聞いたあと、湧泉
パークに設置された水車で、自然エネルギ
ーによる発電のしくみについて学びました。
水車は中山地区の「ウオーターパワー 21」
の皆さんが設置した第１号機です。

環
境
教
育
実
践
校
�
温
暖
化
防
止
�
考
�
�

蚕
桑
小
自
然
�
�
�
�
�
教
室

　９月23日から25日まで、中央公民館で、
白鷹盆栽会（会長　長岡幸夫さん）主催の
盆栽展が行われました。これは、まちづく
り総合助成事業補助金や地元の寄付により
整備された「盆栽友学館」の創立５周年を
記念したもの。会員ほか50点の作品が展示
され、県内外から500人の人びとが訪れま
した。会の皆さんは「５年間で、盆栽技術
の向上と健康増進ともに、仲間がつくれた
ことが一番の成果。」と話されていました。

木
�
美
�
�
空
間
�
演
出

盆
栽
友
学
館
創
立
�
周
年
記
念�
空
間
有
美
�盆
栽
展

　今年で30回目となる白鷹鮎まつりが、９
月22日から24日までヤナ公園で行われまし
た。白鷹の秋の味覚が準備され、よさこい
ソーランやライブ、手づくり木工コーナー
などが企画されました。ヤナでは、かかっ
た鮎を手づかみし高く掲げる子どもたちの
笑顔も見られ、和やかな雰囲気に包まれて
いました。晴天にも恵まれ、県内、宮城県、
福島県などから約２万7000人が訪れました。

高
�
青
�
空
�
�
�
�盛
大
�
開
催

第
30
回
白
鷹
鮎
�
�
�　９月８日、どりいむ農園いちごハウスで、

いちごの定植が行われました。同農園のい
ちごプロジェクトのメンバーが中心となり、
昨年からいちごの栽培に取り組んでいます。
この日は女性の会を含む13人が参加し、い
ちごの苗4000株を丁寧に並べていました。
参加者は「２年目はさらに甘くておいしい
いちごをつくります。」と話していました。
秋の天候次第では、12月初めには香り高い
真っ赤な実を味わうことができそうです。

�
�
冬
�
�
�
�
摘
�
�
来
�
�
�
�
�

�
�
�
�
農
園
�
�
�
定
植

�
�
�
�
長
井
線
沿
線
�

菜
�
花
�
植
�
�
�
�

　

９
月
22
日
、
白
鷹
町
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
と
な
り
、
菜

の
花
の
種
ま
き
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
マ
イ
レ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
運

動
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
沿
線
の
景
観
を
花

で
飾
り
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
く
も
の
。
場
所
は
、
白
鷹

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
四
季
の
郷
」
地

内
の
長
井
線
に
隣
接
す
る
長
大
な

工
業
用
地
で
、
遊
休
土
地
の
利
活

用
を
行
う
こ
と
も
目
的
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
荒
砥
高
校
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、

毎
日
通
学
で
利
用
し
て
い
る
長
井

線
か
ら
見
え
る
風
景
を
き
れ
い
に

し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
丁
寧
に

種
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　

花
が
咲
く
の
は
、
来
年
の
春
。

荒
砥
高
校
の
新
１
年
生
が
、
菜
の

花
あ
ふ
れ
る
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に

乗
っ
て
通
学
し
て
く
る
様
子
が
思

い
描
か
れ
ま
す
。



　　 広報しらたか　2006.10.12●17

第
14
回
東
北
学
生
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会

９
／
23　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
及
び
周
辺
コ
ー
ス

●
男
子
（
８
区
間
71
㌔
）11

校
参
加

１
位　

東
北
福
祉
大
学

２
位　

東
北
学
院
大
学

３
位　

東
北
大
学

●
女
子

（
５
㌔
上
位
６
人
の
合
計
タ
イ
ム
）

11
校
参
加

１
位　

福
島
大
学

２
位　

東
北
学
院
大
学

３
位　

東
北
大
学

※
１
位
の
チ
ー
ム
は
東
北
代
表
と

し
て
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　９月23日、24日、深山地区で伝統工芸の
村まつりが行われました。地区の皆さんと
町内の工芸者のかたがたが実行委員会をつ
くり、ふるさとの味と技の魅力を発信しよ
うという催しで、今年で15回目。今年は、
のどか村裏に新設された池に川魚などが放
され、子どもたちは大きな歓声を上げて魚
をつかんでいました。深山工房では登り窯
が焚かれ、汗をかきながら窯に薪を投じ、
本格的な陶芸を楽しむ様子が印象的でした。

好
天
�
恵
�
�
大
�
�
�
�

�
�
�
�
伝
統
工
芸
�
村
�
�
�

　10月１日、パレス松風の創業20周年を祝
う式典が開かれました。運営に協力されて
いるかたがたや町内関係団体の代表など約
140人が出席。山口清七理事長は、20年の
あゆみなどを紹介し、「ここに至ったのは、
町内や地区、ボランティア団体の皆さんの
心からのご協力のたまもの。これからもよ
り一層愛されるサービスを提供したい。」と
あいさつされました。式では、功労者・永
年勤続従業員の表彰も行われました。

観
光
�
保
養
�
施
設
�
�
�
愛
�
�
�

�
�
�
松
風
創
業
20
周
年
記
念
式
典

　９月28日、お年寄りの安全な生活を守ろ
うと、高齢者世帯訪問事業が行われました。
交通安全母の会が主催し毎年行っているも
ので、交通安全協会、防犯協会のほか、荒
砥高校のボランティアの皆さんも参加。50
人は９班に分かれ、荒砥・十王地区141戸
の高齢者世帯を回り、交通事故防止や振り
込め詐欺被害の防止を呼び掛けました。生
徒たちは「夕暮れの歩行には気を付けてく
ださい。」と靴に反射シールを貼りました。

�
�
�
�
�
年
寄
�
�
安
全
�
守
�
�
�

高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業

　９月18日、パワーセンターで、落語家の
古
こ

今
こん

亭
てい

志
し

ん輔
すけ

師匠、古今亭菊
きく じ ゅ

壽師匠を招い
た「しらたか寄席」が開催されました。演
目は、新作落語と古典落語をおりまぜ「野
ざらし」、「浜

はま

野
の

矩
のり

随
ゆき

」など４席が軽快な語り
と身振りで披露されました。このうち、菊
壽師匠が演じた「初

はつ て ん じ ん

天神」では、飴
あめ

をなめ
るシーンや団子を食べるシーンなど本当に
食べているような演技で、会場の笑いを誘
っていました。

真
打
登
場
�
本
格
落
語

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�
�
寄
席
�
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順位 氏　名 所　属 タイム

ハーフマラソン 一般の部

1位 横山　拓哉 山形市 1:17:14

2 位 秋野　文宏 新潟県新潟市 1:20:23

3 位 吉沢　　浩 最上町 1:23:16

4 位 八橋　俊洋 静岡県富士宮市 1:23:59

5 位 斉藤　正幸 新潟県荒川町 1:27:50

6 位 横山　康彦 福島県猪苗代町 1:28:11

10 マイル 一般の部

1位 駒津　普司 長井市 0:56:04

2 位 竹田　則幸 白鷹町 0:56:46

3 位 結城　正孝 山形市 0:57:06

4 位 坂井　正則 鶴岡市 0:59:02

5 位 岡田　隆行 天童市 1:01:03

6 位 柴橋　政明 寒河江市 1:02:09

10km 高校の部

1位 遠藤真之亮 長井工業高校陸上部 0:36:33

2 位 木村　文昭 らんなあ 0:38:06

3 位 萩原　翔太 山形南高校ｽｷｰ部 0:39:57

4 位 川口　拓也 山形南高校ｽｷｰ部 0:46:32

10km 一般の部

1位 荒井　　学 山形市 0:33:36

2 位 林　　幸則 長井市 0:33:40

3 位 鈴木　信都 山形市 0:34:50

4 位 鈴木　祐二 上山市 0:35:36

5 位 金子　正美 西川町 0:37:26

6 位 三浦　秀晴 山形市 0:37:41

5km 中学男子 3年の部

1位 大海　英明 米沢Jr.ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:17:48

2 位 土屋　達也 飯豊中学校 0:18:34

3 位 羽田　　葵 白鷹東中学校 0:18:41

4 位 後藤　武蔵 飯豊中学校 0:19:13

5 位 梅津　陽太 白鷹東中学校 0:19:46

6 位 小関　啓祐 白鷹東中学校 0:19:55

5km 中学男子 3年の部（団体）

1位 白鷹東中学校 2:01:14

5km 女子の部

1位 樋口　尚子 米沢商業高校 0:19:59

2 位 矢嶋　真弓 白鷹町 0:23:41

3 位 鈴木やえぎ 鶴岡市 0:24:57

4 位 大泉美登利 寒河江市 0:25:13

5 位 長谷川洋子 新潟県新潟市 0:25:39

6 位 八巻　秋美 宮城県仙台市 0:29:11

5km 壮年男子の部

1位 竹田　雅量 白鷹町 0:18:31

2 位 大滝　茂幸 南陽市 0:18:56

3 位 秋葉　好幸 山形市 0:19:05

4 位 岩田　安司 中山町 0:19:19

5 位 片平　　仁 南陽市 0:19:28

6 位 小林　幸一 白鷹町 0:19:59

3km 中学男子 1 ･ 2 年の部

1位 木野安騎史 金井中学校 0:09:46

2 位 紺野　　凌 白鷹東中学校 0:09:47

3 位 羽賀　雄汰 米沢Jr.ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:10:23

4 位 紺野　圭汰 白鷹東中学校 0:10:49

5 位 鈴木　　拓 白鷹西中学校 0:10:50

6 位 東　　尚弥 山形県寒河江市 0:11:01

3km 中学男子 1 ･ 2 年の部

1位 白鷹西中学校 1:07:53

2 位 金井中学校 1:09:46

3 位 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 1:09:57

3km 中学女子の部

1位 鈴木亜寿香 山形第六中学校 0:10:47

2 位 関　　愛衣 白鷹西中学校 0:11:06

3 位 佐藤　聖香 山形第六中学校 0:11:23

4 位 髙橋あかね 白鷹東中学校 0:11:25

5 位 船田　夏実 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:11:36

6 位 笠原　綾乃 山形第六中学校 0:11:44

3km 中学女子の部

1位 山形第六中学校 0:46:28

2 位 白鷹西中学校 0:46:54

3 位 長井北中学校 0:51:42

4 位 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:52:06

5 位 金井中学校 0:55:14

2km 一般の部

1位 雲走　正和 宮城県仙台市 0:08:15

2 位 安部　　進 白鷹町 0:08:34

3 位 長岡　　満 白鷹町 0:08:55

4 位 前田　延文 白鷹町 0:09:24

5 位 嵐田　孫藏 南陽市 0:09:32

6 位 古城　清美 寒河江市 0:09:35

2km 小学 1年の部

1位 新井　駿介 東根小学校 0:09:32

2 位 小口　涼輔 蚕桑小学校 0:10:13

3 位 小林咲里菜 鷹山小学校 0:10:19

4 位 田中　雄也 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:10:30

5 位 秦　　洋輝 平野小学校（長井市）0:10:37

6 位 西村　諒介 宮内走ろう会（南陽市） 0:10:40

2km 小学 2年の部

1位 押切　剛大 荒砥小学校 0:08:58

2 位 大泉　　彩 柴橋小学校（寒河江市） 0:09:11

3 位 迎田　俊峰 東根小学校 0:09:28

4 位 菅原　寿樹 きのと小学校（新潟県） 0:09:28

5 位 荻野　雄輝 山形第六小学校 0:09:31

6 位 本多　直人 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:09:39

2km 小学 3年の部

1位 荒木　俊太 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:08:11

2 位 山川　航平 中川剣道ｽﾎﾟ少（上山市） 0:08:34

3 位 村上　魁人 東根小学校 0:08:35

4 位 竹田　裕道 鷹山小学校 0:08:41

5 位 高野　　翼 鮎貝小学校 0:08:49

6 位 小林　聖哉 鷹山小学校 0:08:49

2km 小学 4年の部

1位 長沼　大智 米沢ｼﾞｭﾆｱ陸上ｸﾗﾌﾞ 0:07:17

2 位 猪俣　幸広 米沢ｼﾞｭﾆｱ陸上ｸﾗﾌﾞ 0:07:50

3 位 国井　俊希 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:07:57

4 位 五十嵐彩夏 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:08:16

5 位 広川　夕季 荒砥小学校 0:08:17

6 位 菅間　伶史 東根小学校 0:08:18

2km 小学 5年の部

1位 斎藤　誉也 米沢Jr.ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:07:48

2 位 片山　鷹士 蚕桑小学校 0:07:51

3 位 寒河江　宏 飯豊陸上ｽﾎﾟ少 0:07:51

4 位 小形　春輝 東根小学校 0:07:54

5 位 五十嵐大義 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:07:59

6 位 森谷　多記 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:08:00

2km 小学 6年の部

1位 押切　啓介 荒砥小学校 0:07:08

2 位 遠藤　史也 蚕桑小学校 0:07:21

3 位 渡邉　志保 米沢Jr.ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:07:28

4 位 荒木　瞭一 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:07:37

5 位 髙橋　宏充 東根小学校 0:07:43

6 位 高橋　秀平 寒河江西村山ｼﾞｭﾆｱ 0:07:44

第41回白鷹若鮎マラソン大会

９月17日　日本陸上競技連盟公認コース

（蚕桑小学校スタート・ゴール）
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第
56
回
山
形
県

統
計
�
�
�
�
�
�
�
�

主
催
／
山
形
県
統
計
協
会

●
入
選
「
あ
さ
が
お
の
数
し
ら
べ
」

　

村
上　

沙
羅
（
東
根
小
１
年
）

第
�
回
町
民
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会

９
／
16　

鮎
貝
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

入
賞
者（
Ｈ
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
）

１
位　

山
口
清
七（
37
打
・
Ｈ
２
回
）

２
位　

居
城
哲
夫（
40
打
）

３
位　

青
木
東
吉（
41
打
・
Ｈ
１
回
）

４
位　

大
竹
昌
子（
42
打
・
Ｈ
１
回
）

５
位　

関　

誠
三（
42
打
）

６
位　

橋
本
為
喜（
43
打
）

第
40
回
置
賜
地
区

統
計
�
�
�
�
�
�
�
�

主
催
／
置
賜
地
区
統
計
調
査
員
連
合
会

●
入
選
「
あ
さ
が
お
の
数
し
ら
べ
」

　

村
上　

沙
羅
（
東
根
小
１
年
）

●
佳
作
「
車
の
色
調
べ
」

　

小
形　

瞭
真
（
東
根
小
３
年
）

平
成
18
年
度

明
�
�
選
挙
啓
発
標
語
入
賞
者

●
最
優
秀
賞

　

中
嶋
日
奈
子
（
東
根
小
３
年
）

「
大
事
に
ね　

未
来
を
決
め
る　

　

そ
の
１
票
」

●
優
秀
賞

　

中
村　

俊
介
（
東
根
小
１
年
）

「
お
と
な
の
１
ぴ
ょ
う　

ぼ
く
ら

　

の
み
ら
い
」

　

岩
崎　

一
葉
（
荒
砥
小
５
年
）

「
選
挙
権　

わ
か
り
ま
す
か
？　

　

そ
の
意
味
が
」

　

小
形　

聡
美
（
東
中
１
年
）

「
選
挙
の
日　

今
日
の
主
役
は　

　

あ
な
た
で
す
」

　

川
部　

夏
実
（
東
中
２
年
）

「
選
挙
違
反　

や
ら
な
い
勇
気
と

　

断
わ
る
勇
気
」

　

佐
藤　

賢
介
（
西
中
３
年
）

「
大
き
い
よ　

あ
な
た
の
一
票　

　

さ
あ
投
票
」

●
入
選

小
学
校
低
学
年
の
部 

　

新
田　

ゆ
い
（
荒
砥
小
３
年
）

　

小
松　

朱
璃
（
荒
砥
小
３
年
）

　

迎
田　

茉
優
（
荒
砥
小
３
年
）

　

迎
田　

崚
真
（
荒
砥
小
３
年
）

　

髙
澤　
　

姫
（
荒
砥
小
３
年
）

　

大
貫　

桃
子
（
荒
砥
小
３
年
）

　

新
野　

拓
哉
（
東
根
小
２
年
）

　

加
藤　
　

耀
（
東
根
小
２
年
）

　

加
藤　

桃
華
（
東
根
小
３
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部 

　

長
谷
部
ま
り
な
（
蚕
桑
小
４
年
）

　

長
岡　

洋
人
（
蚕
桑
小
４
年
）

　

関　
　

智
衣
（
鮎
貝
小
４
年
）

　

佐
藤　

志
穂
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

橋
本　

祥
帆
（
荒
砥
小
５
年
）

　

舩
山
さ
つ
き
（
荒
砥
小
５
年
）

　

丸
川　
　

丞
（
鷹
山
小
４
年
）

中
学
校
１
年
の
部

　

樋
口
沙
緒
里
（
西
中
）

　

沖
田　

康
平
（
西
中
）

　

鈴
木　

優
子
（
西
中
）

　

五
十
嵐
安
世
（
西
中
）

　

小
口　

幸
恵
（
西
中
）

　

安
部　

結
穂
（
西
中
）

　

小
形　

真
人
（
東
中
）

　

佐
藤　
　

翼
（
東
中
）

中
学
校
２
年
の
部

　

金
田　

早
知
（
西
中
）

　

芳
賀　
　

啓
（
西
中
）

　

紺
野　
　

凌
（
東
中
）

　

塚
本　

昌
志
（
東
中
）

　

広
川　

悠
太
（
東
中
）

　

髙
橋　

奈
緒
（
東
中
）

　

松
下　

琴
美
（
東
中
）

　

佐
藤　

真
未
（
東
中
）

中
学
校
３
年
の
部

　

船
山
こ
ず
瑛
（
西
中
）

　

鈴
木
奈
保
子
（
西
中
）

　

船
山　

遥
佳
（
西
中
）

　

金
田　

美
華
（
東
中
）

　

菅
間　

彩
菜
（
東
中
）

　

菅
原　

舞
花
（
東
中
）

　

大
貫　

郁
美
（
東
中
）

　

長
谷
川
尚
子
（
東
中
）

　

庄
司　

琴
美
（
東
中
）

平
成
18
年
度

明
�
�
選
挙
啓
発
�
�
�
�

【
県
審
査
】

●
団
体
の
部
（
優
秀
賞
）

　

白
鷹
西
中
学
校

●
個
人
の
部
（
入
選
）

　

鈴
木　

修
史
（
西
中
３
年
）

　

滝
田
理
紗
子
（
西
中
３
年
）

　

新
野　

一
輝
（
西
中
３
年
）

【
町
審
査
】

●
入
選

　

海
老
名
縄
子
（
荒
砥
小
５
年
）

　

大
木　

彩
夏
（
荒
砥
小
６
年
）

　

守
谷　

美
希
（
西
中
２
年
）

　

菅
原　

海
美
（
西
中
２
年
）
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平
成
18
年
度
社
会
教
育
振
興
大
会

　
　
　

テ
ー
マ
〝
文
化
力
〞
で
地
域
の
活
性
化
〞

〜
感
動
を
共
有
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
〜

【
趣　

旨
】

　

希
薄
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
現

代
の
社
会
規
範
は
、
こ
こ
白
鷹
町
で

は
ま
だ
ま
だ
地
域
の
潜
在
的
な
力
と

し
て
残
り
、
隣
組
、
町
内
、
区
、
地

区
と
顔
の
見
え
る
隣
人
と
の
交
流
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
今
こ
そ
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
、
安
全
な
環
境
を
つ
く
り
、

地
域
で
豊
か
に
育
て
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
地
域

全
体
が
い
か
に
関
わ
り
合
い
、
理
解

し
合
う
か
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
わ

た
し
た
ち
は
、
感
動
を
共
有
す
る
と

い
う
体
験
を
通
じ
、
わ
か
り
あ
い
、

関
わ
り
合
い
、
そ
し
て
ま
た
新
し
い

文
化
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
、
地
域
の
文
化
力
の
向
上
が
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
あ
ら
た
め
て
文
化
力
を
高
め
る

こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し
、
自
ら
の

活
動
に
よ
っ
て
文
化
の
芽
生
え
や
成

長
が
体
験
で
き
、
感
動
を
共
有
し
て

い
く
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
め
ざ
し
、

あ
ら
た
め
て
人
間
と
し
て
の
社
会
的

絆
の
大
切
さ
を
探
り
ま
す
。

【
内
容
・
日
時
・
会
場
】

第
１
部　

記
念
講
演
（
兼
白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
５
）

　

○
日
時　

11
月
17
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
８
時
50
分

　

○
会
場　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　

○
演
題
「〝
文
化
力
〞
で
地
域
の
活
性
化

〜
感
動
を
共
有
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
〜
」

　

○
講
師　

中
奥
良
則
さ
ん
（
総
務
省
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

○
中
奥
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

「
京
都
学
」「
大
阪
学
」
の
実
践
研
究
を
生
か
し
、
２
０
０
１
年
か
ら
文
部

　
　

科
学
省
と
連
携
す
る
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
専
務
理
事
と
し

　
　

て
「
地
域
学
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
指
導
。
03
年
教
育
新
聞
社
に
参

　
　

画
し
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
材
に
取
り
組
み
、
04
年
か
ら
は
地
域
ブ

　
　

ラ
ン
ド
戦
略
に
従
事
。
一
貫
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
か
ら
の
観
光
」
を
提

　
　

唱
す
る
。

　

＊
参
加
希
望
の
か
た
は
11
月
６
日
（
月
）
ま
で
、
教
育
委
員
会
ま
た
は
各

　
　

地
区
公
民
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
２
部　

こ
ど
も
芸
術
祭

　

○
日
時　

11
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
15
分
〜
４
時

　

○
会
場　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

　

①
表
彰
式
（
子
ど
も
芸
術
祭
に
先
立
ち
実
施
し
ま
す
）

　
　

・
社
会
教
育
功
労
者　

・
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

②
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　

町
内
で
芸
術
文
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の

　
　

練
習
の
成
果
を
発
表
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
機
会

　
　

で
、
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
　

▽
出
演　

よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會kid's

　
　
　
　
　
　

フ
ラ
サ
ー
ク
ルle'a le'a

　
　
　
　
　
　

白
鷹
花
柳
会　

ほ
か
（
10
／
５
現
在
申
込
順
）

第
３
部　

学
び
・
体
験
・
発
表
・
展
示
コ
ー
ナ
ー　

　

○
日
時　

11
月
18
日
（
土
）

　

○
会
場　

中
央
公
民
館

Ⅰ
生
涯
学
習
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　

中
央
公
民
館
利
用
団
体
に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

①
フ
ラ　

指
導
／
松
下
ま
な
み
さ
ん　

▽
午
前
９
時
〜
10
時
20
分

　
　

▽
参
加
料
５
０
０
円

　

②
ヨ
ガ　

指
導
／
垂
石
征
子
さ
ん　
　

▽
午
前
10
時
40
分
〜
昼
12
時

　
　

▽
参
加
料
５
０
０
円　

　

＊
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
地
区
公
民
館
活
動
発
表
コ
ー
ナ
ー

　

○
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

Ⅲ
小
松
伸
子
先
生
と
秋
を
歌
お
う
（
兼
白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
６
）

　

誰
で
も
知
っ
て
い
る
秋
の
歌
を
い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

　

○
会
場　

大
ホ
ー
ル　

　

○
時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

○
参
加
料　

７
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

　

＊
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ⅳ
歴
史
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

○
会
場　

第
１
・
２
研
修
室

　

○
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

○
テ
ー
マ
「
白
鷹
町
の
遺
跡
・
２
０
０
５
廻
り
屋
遺
跡
発
掘
出
土
品　

等
」

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

東
根
鷹
山
十
王
荒
砥
鮎
貝
蚕
桑

地
区
公
民
館

�
�
�
�
間

�
�
�
�
間

�
階
�
�
�

視
聴
覚
室

文
化
実
習
室

文
化
実
習
室

会
場

東
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Hello to everyone in Shirataka!

My name is Audrey Huang. I come 
from Singapore. I'm the new ALT 
for Shirataka-machi. Nice to meet 
all of you. 

I had arrived in Shirataka on August 
9th. When I first touched down at 

Yamagata Airport, the sight of the mountains awed me. This 
is because there are no mountains in Singapore. The highest 
point in Singapore is only 164 meters. Moreover, Singapore is 
a small island country and it only takes about 1 hour to travel 
from the east to the west by car. Singapore is most popularly 
known as the country with the Merlion. But there are, in 
fact many other interesting places to visit and things to do in 
Singapore. For instance, relax at the resort island "Sentosa", 
watch nocturnal animals at the Night Safari and get good 
bargains at the popular shopping district "Orchard Road". So 
if you have the chance, please visit Singapore.

This is my first time living in a foreign country alone. Thus 
there are many things that I have to get used to. But everyone 
in Shirataka has been very kind to me and I was invited to 
participate in festivals and parties. As Singapore is a tropical 
country, I have never seen snow in my entire life. When 
I related this fact to others, they would tell me, "Oh! You 
will see A LOT of snow here until you get tired of it." After 
hearing that, I'm excited about experiencing my first snowy 
winter and trying out skiing!

2006 is a significant year for both Japan and Singapore 
because it marks the 40th anniversary of diplomatic relations 
between both countries. Therefore I hope that through my 
stay here in Shirataka, I would be able to introduce more 
aspects of Singapore to everyone. I also look forward to be 
involved in more community activities in Shirataka. 

　はじめまして。わたしの名前はオー

ドリー・ファンです。シンガポールか

ら来ました。白鷹町の新しいＡＬＴです。

　わたしは８月９日に白鷹に到着しました。最初に山形空港に着いたとき、

山の風景に驚きました。なぜなら、シンガポールには山がまったくないか

らです。シンガポールで最も高い地点は164ｍしかありません。そのうえ、

シンガポールは小さな島国で、東から西までの車での横断は約１時間しか

かかりません。シンガポールはマーライオンがある国として最も有名です。

しかし、実は、シンガポールには他にもおもしろい場所や物がたくさんあ

ります。例えば、リゾートのセントーサ島でリラックスしたり、ナイトサ

ファリで夜行性動物を見たり、そして、人気のある商店街「オーチャード

ロード」で掘り出し物を手に入れることができます。もし機会があれば、

シンガポールを訪れてみてください。

　異国で一人暮らしすることは初めてです。したがって、慣れなければな

らないことがたくさんあります。しかし、白鷹の皆さんはとても親切で、

お祭りやパーティーにも誘われました。シンガポールは熱帯の国なので、

わたしは生まれてから一度も雪を見たことがありません。このことをまわ

りの人に伝えたとき、「ここでは飽きるほどたくさんの雪を見ることになる

よ！」と言われました。それを聞いたとき、わたしは初めて経験すること

になる雪のある冬やスキーに挑戦することに興奮しました。

　日本とシンガポールが外交関係を樹立して40年目を迎えた2006年は、両

国にとって大切な年です。そのため、白鷹での滞在期間中に、皆さんによ

り多くのシンガポールの様子を紹介できればと願っています。 また、より

多くの白鷹の地域活動に参加することを楽しみにしています。どうぞよろ

しくお願いします。

　平成２年に始まった「語学指導を行う外国青年招致事業」（ＪＥＴプログラム）は今年
で16年目。この事業により来日した英語指導助手（ＡＬＴ）は、中学校の英語授業や小
学校の総合的な学習の時間に関わるなど、子どもたちに生きた英語と文化を伝えてくれ
ます。今年７月、白鷹町のＡＬＴとして11人目となる、オードリー・ファンさんが来町
されました。オードリーさんに来町にあたってのごあいさつをいただきました。

白鷹のみなさん、こんにちは！オードリーです。
～新しいＡＬＴのご紹介～

　

秋
の
夜
長
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

第
２
弾
「
夫
婦
で
ス
ポ
ー
ツ
」

〜
毎
日
の
生
活
に
運
動
を
〜

▼
い
つ　

11
月
10
日
（
金
）、16
日

（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
体
育
館

▼
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ほ
か
）

▼
対
象　

40
〜
60
代
夫
婦

▼
受
講
料　

無
料

▼
持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク

▼
締
め
切
り　

10
月
25
日
（
水
）

＊
女
子
高
校
生
の
み
な
さ
ん
が
サ

　

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

荒
砥
高
校
開
放
講
座

第
３
弾
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

〜
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う
〜

　

実
際
に
各
自
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀

状
を
印
刷
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
24
日
（
金
）、12
月

１
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校

▼
内
容　

年
賀
状
作
成

▼
対
象　

初
心
者

▼
受
講
料　

５
０
０
円
（
イ
ン
ク

代
と
し
て
）

▼
持
ち
物　

年
賀
は
が
き
30
枚
以

内
（
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
用
）

▼
締
め
切
り　

11
月
10
日
（
金
）

■
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ

ー
ツ
推
進
係（
☎
85

－

６
１
４
７
）

白
鷹
学
講
座
パ
�
ト
７

　

今
年
も
ま
た
お
す
ぎ
さ
ん
が
白

鷹
に
や
っ
て
き
ま
す
。
映
画
は
、

11
人
の
監
督
が
、
９
・
11
ア
メ
リ

カ
同
時
多
発
テ
ロ
に
つ
い
て
描
い

た
短
編
映
画
が
収
め
ら
れ
て
い
る

作
品
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
す
ぎ
の
シ
ネ
マ
ト
�
ク
と

映
画�
セ
プ
テ
ン
バ
�
11
�上
映
会

▼
い
つ　

11
月
25
日
（
土
）

　

午
後
の
部　

午
後
２
時
〜
５
時

　

夜
の
部　
　

午
後
６
時
〜
９
時

▼
対
象　

　

午
後
の
部　

中
高
生
と
親
子

　

夜
の
部　
　

一
般

▼
場
所　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
券
）

　

親
子
券
１
３
０
０
円
（
中
高
生

　

と
親
）、中
高
生
券
３
０
０
円
、

　

大
人
券
１
２
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

教
育
委

員
会
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公

民
館
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー　

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
　元気ニコニコ推進会議は町
と協働で健康増進事業を実施
しています。会員の定年制は
ありません。現在は30～ 70
代のかたが活動しています。
健康な暮らしを目指したいか
た、どうぞご参加ください。

来月は＜働き盛り編＞
“心にゆとりのある暮らし”
がテーマです。

みんなで元気に暮らしたい…

楽しみや生きがいのある暮らし

今月の？数字

楽しみや生きがいをもって暮らすためには、地域の人や仲間と交流し
たり、趣味を楽しんだりして暮らすことが大切です。それはたとえば、
障害があったり車いすを利用することになっても、地域の子どもと遊
んだり、家族と一緒に外出や趣味を楽しんだりしている暮らしです。

○40.4％＝Ｈ15年に実施した元気ニコニコしらた
　か21アンケートで、老人クラブや地域の集まり
　に出かける人の割合です。
○55％＝Ｈ22年には55％以上を目指しています。
　元気な高齢者は積極的に社会参加しています。
　楽しく交流しましょう！

生きがい
楽しみや生きがいのある暮らしを

実践しています！

　平成13年度から始まった、蚕桑地区公民
館主催のカメラ入門講座に参加した受講生
10数人のかたがたが、写真サークル「フォ
ト葉月会」を創設し元気いっぱい活動して
います。この講座は現在も継続され、野外
撮影学習会を年間５～６回程実施し、その
たびごとに作品批評会を行っています。ま
た、会主催の撮影旅行で蔵王などに出かけ
一瞬の風景を切り取ったり、夜遅くに愛宕
山山頂に行き、藪蚊に刺されながら白鷹町
の夜景を撮影したりしています。農作業を
休んでも参加しているかたもおり、年齢を
忘れさせる活動です。蚕桑地区文化祭を始
め、他団体と合同展を開催したり、さらに
県写真展に入選するなど文化交流も盛んで
す。

好きな写真で体も心も健康です！

40.4％　　  55％

 高齢者の
健康づくり

白鷹町健康増進計画

　高齢者が元気に活動してい
る団体、サークルの代表はな
んといっても老人クラブでし
た。学習会やお楽しみ、ボラ
ンティアなどの事業を活発に
実施しています。
　老人クラブ以外では、趣味
のサークルや公民館活動とし
ての学級活動も盛んです。
例えば
　菊つくり愛好会
　語り部の会
　民舞の会
　大正琴の会
　いきいき学級・・・

健康づくりのために、

積極的に参加しましょう！

高齢者が元気に活動してい
る団体、サークル紹介！

～公民館活動状況より～

▲フォト葉山会の活動

食欲の秋です！バランス
よく食べて体を動かしま
しょう！
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パソコン講習会（10 、11 月）
期日 時間 コース 内容 受講料

10月20日（金）、
23日（月）、25日（水）
27日（金）、30日（月）

午後６時 30 分
～８時 30 分

（合計 10 時間）
ワードコース

文字入力ができるかたを対象に文書作成ができるまでを講習します。
地域の回覧文書も手書きではなくパソコンでつくってみませんか？

3,000 円

11月6日（月）、
7日（火）、8日（水）
9日（木）、10日（金）

午後１時 30 分
～３時 30 分

（合計 10 時間）
文字入力コース

パソコンをこれから始めるかた向けのコースです。パソコンを始め
るならまずは、文字入力ができなくてはなりません。そこで今回は
集中的にゆっくりと、10 時間文字入力をやってみましょう。

3,000 円

◆会場　白鷹町総合情報センター　◆受講料　3,000 円　　◆テキスト代　ワード 2,100 円　文字入力 1,050 円

◆申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86 － 0151）
◆お願い　受講途中に、退席されても受講料とテキスト代は返金できませんのでご了承ください。

８
月
と
10
月

に
開
催
さ
れ

た
吉
川
順
先

生
（
吉
川
医

院
）
の
「
認

知
症
を
も
っ

と
知
ろ
う
」

の
講
演
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
認
知
症
の
早
期
受
診
に
つ
い
て

●
皆
さ
ん
が
認
知
症
だ
と
い
っ
て

医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
は
、

☆
場
所
や
時
間
が
わ
か
ら
な
く
な

る
。
徘
徊
や
行
動
異
常
が
始
ま
り
、

自
立
が
無
理
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
受
診
し
ま
す
が
、
治

療
を
始
め
る
に
は
も
っ
と
初
期
の

段
階
で
の
受
診
が
大
事
で
す
。

●
認
知
症
治
療
に
大
事
な
初
期
は
、

☆
記
憶
の
障
害
な
ど
が
目
立
っ
て

き
て
仕
事
な
ど
が
集
中
し
て
続
け

ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
、
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
、
と
い
う
段

階
で
す
。

　

こ
の
段
階
で
受
診
す
れ
ば
、
薬

で
治
療
で
き
る
部
分
が
大
き
い
の

で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
な
ら
少
な
く
と
も
７
割
く
ら
い

は
治
せ
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
早
期
に
発
見
し
て

早
期
に
治
療
す
る
と
治
せ
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

高齢者インフルエンザ予防接種のおしらせ

　町では、65歳以上のかたと、満60歳から満64歳までの心臓・腎臓などに障害が
あるかたの希望者に、インフルエンザ予防接種を行います。

①対象者　　
　○白鷹町に住所がある満65歳以上（接種日現在）で接種を希望するかた
　○満60～満64歳で心臓・腎臓などに障害のあるかた（身体障害者手帳１級程度）
　　で接種を希望するかた 
②申込方法　希望する医療機関にご相談ください。
③接種医療機関と期間・料金

＊接種回数　１回

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

実施医療機関 接種料金 自己負担額 町助成額

白鷹町内、長井市内（公立置賜長井病院を含む）の医療機関

○実施期間（予約・接種）：

　平成18 年10 月16 日から平成19 年１月31 日まで
2,500 円 1,500 円

1,000 円

公立置賜総合病院

○対象者：現在、外来や入院で治療中の患者さん

○実施期間（予約・接種）：

　平成18 年11 月１日から12 月28 日まで

○申込方法：

　診察時、主治医に申し出て予約する

　（予防接種だけのかたは対象外になります）

3,000 円 2,000 円

上記以外の医療機関

○実施期間（予約・接種）：

　　平成18 年10 月16 日から平成19 年１月31 日まで

医療機関が所

属する市町村

の額

接種料金より

町助成額を差

し引いた額
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催　し

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練

▼
い
つ　

10
月
22
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

東
根
小
学
校
付
近

▼
内
容　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
消

火
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
助

訓
練
、
バ
イ
ク
隊
に
よ
る
医
薬
品

搬
送
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

▼
各
地
区
秋
季
消
防
演
習

○
蚕
桑
地
区

・
日
時　

10
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

・
会
場　

蚕
桑
小
学
校

○
鮎
貝
地
区

・
日
時　

10
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

・
会
場　

鮎
貝
小
学
校

○
荒
砥
・
十
王
地
区

・
日
時　

10
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

・
会
場　

荒
砥
小
学
校

○
鷹
山
地
区

・
日
時　

10
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
〜

・
会
場　

中
山
小
学
校

○
東
根
地
区

・
日
時　

10
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

・
会
場　

東
根
小
学
校

※
当
日
、
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
生

活
安
全
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

長
岡
市
栃
尾
地
域
特
別
交
流
事
業

　

白
鷹
町
芸
術
祭
と
同
日
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
期
日　

10
月
28
日
（
土
）

栃
尾
『
ジ
ャ
ン
ボ
あ
ぶ
ら
げ
』
実

演
試
食
と
栃
尾
『
観
光
物
産
展
』

▼
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

30
分

▼
会
場　

役
場
周
辺

▼
内
容　

平
成
16
年
の
豪
雨
災
害

と
新
潟
中
越
地
震
の
援
助
や
支
援

に
対
し
て
、
栃
尾
よ
り
感
謝
を
込

め
た
自
慢
の
ジ
ャ
ン
ボ
あ
ぶ
ら
げ

の
実
演
と
試
食
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
あ
ぶ
ら
げ
、
地
酒
な
ど
の

販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

体
験
発
表
報
告　

▼
時
間　

午
後
１
時
15
分
〜
２
時

30
分

▼
会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容

〇
地
震
発
生
か
ら
復
興
に
向
け
た

　

体
験
談
、
近
況
報
告

　

／
栃
尾
支
所
長

〇
長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯
地
震
被

　

害
想
定
結
果
説
明

　

／
山
形
県
職
員

新
潟
県
中
越
地
震
の
パ
ネ
ル
写
真

展
示

▼
期
間　

10
月
28
日
（
土
）
〜
11

月
２
日
（
木
）

▼
会
場　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

▼
内
容　

地
震
発
生
か
ら
各
地
で

報
告
さ
れ
た
被
害
。
道
が
、
家
が
、

家
族
が
…
。
写
真
を
通
じ
て
そ
の

被
害
の
大
き
さ
を
伝
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
生

活
安
全
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

平
成
18
年
度
新
荒
砥
橋
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
総
会

　

新
し
い
荒
砥
橋
の
早
期
建
設
に

向
け
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
の
か
た
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

し
ら
た
か
地
産
地
消
の
日

第
30
回
白
鷹
町
農
業
祭

　

大
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
て
農

業
祭
を
開
催
し
ま
す
。
白
鷹
牛
肉
、

農
産
物
や
資
材
な
ど
の
販
売
を
行

い
ま
す
。
今
年
は
振
る
舞
い
コ
ー

ナ
ー
（
人
数
限
定
）
を
設
け
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
日
）
午
前

９
時
10
分
〜
午
後
３
時
（
小
雨
決

行
）

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店
、
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
前
広
場

▼
内
容

①
農
産
物
直
売
フ
ェ
ア

　

地
元
の
新
鮮
で
安
全
安
心
の
野

　

菜
や
果
樹
な
ど
の
販
売

②
も
ち
つ
き
だ
〜
い

　

１
回
目　

午
前
10
時
半
〜

　

２
回
目　

午
前
11
時
半
〜

　

３
回
目　

昼
12
時
半
〜

③
そ
ば
ま
つ
り（
午
前
10
時
半
〜
）

④
ち
び
っ
子
力
自
慢
。
俵
あ
げ
競

　

争
！

＊
直
売
店
の
買
い
物
ご
と
に
抽
選

　

券
が
配
布
さ
れ
ま
す
（
３
枚
で

　

１
回
抽
選
）。

＊
町
内
保
育
園
児
の
み
な
さ
ん
を

　

餅
つ
き
に
ご
招
待
し
て
い
ま
す
。

　

餅
も
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店

（
☎
85

－

２
１
２
１
）産
業
振
興
課

農
業
振
興
係（
☎
85

－

６
１
２
７
）

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

11
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
前

▼
コ
ー
ス　

荒
砥
町
内
史
跡
め
ぐ

り
コ
ー
ス

▼
内
容　

健
康
ま
つ
り
の
一
環
で
、

荒
砥
町
内
史
跡
を
巡
る
ミ
ニ
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
す
。
今
年
最
後
と
な

り
ま
す
。

＊
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１
０
）

愛
染
明
王
例
大
祭

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

愛
染
明
王
堂

▼
集
合　

午
前
８
時
30
分
に
役
場

前
か
ら
車
が
出
ま
す
。
乗
車
を
希

望
す
る
か
た
は
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
テ
レ
ビ
東
京
「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
に
、
白
鷹
町
の
か
た
が
出
演
し
ま
す�

�
�
�
覧
�
�
�
�
�

�
放
送
時
間�

10
月
14
日
�
土
�
午
前
�
時
30
分
��

�
放
送
局�

�
�
�
山
形
�
�
��
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�
�
�
�
緑
環
境
税�
仮
称
��
創

設
�
関
�
�
地
域
意
見
交
換
会

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
置

賜
庁
舎
（
５
階
講
堂
）

▼
内
容　

す
べ
て
の
県
民
に
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
い
る
森
林
な
ど
の

「
緑
」
を
県
民
全
体
で
守
り
育
て

る
た
め
に
、
今
何
が
で
き
る
の
か
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
税
政
課

企
画
納
税
担
当
（
☎
０
２
３

－
６

３
０

－

２
０
７
２
）
山
形
県
み
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
観
光
交
流
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

秋
の
町
民
登
山
へ
の
お
誘
い

�
紅
葉
�
頭
殿
山
�
登
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
集
合

▼
集
合
場
所　

黒
鴨
橋

▼
持
ち
物　

昼
食
、
非
常
食
１
食

分
、
雨
具

▼
会
費　

３
０
０
円
（
写
真
代
）

▼
締
め
切
り　

10
月
18
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
山
岳
会
事

務
局
／
木
口（
☎
85

－

２
２
１
２
）

フラワー長井線まつり

　日ごろのご利用に感謝して、

各駅特色あるイベントを企画

し皆さまをお待ちしています。

お誘い合せのうえ、ぜひ会場

にお越しください。

●い　つ　10月22日（日）午前10時～午後２時30分
●どこで　荒砥駅、長井駅、宮内駅の構内

●各会場の催し物
①荒砥駅

　荒砥高校吹奏楽演奏、よさこいソーラン（櫻鷹会）、

　ミニＳＬ運行・試乗、モーターカー（ラッセル車）

　試乗、荒砥鉄橋研究会展示、各種売店（駅前町内

　会、駅協力会ほか）

②長井駅

　長井高・長井工高・長井小学校吹奏楽演奏、電動

　カート、よさこいソーラン、鳴戸踊り、軌道自転

　車試乗、各種売店（地元商店ほか）

③宮内駅

　南陽高校吹奏楽演奏、双葉保育園マーチングバン

　ド演奏、よさこいソーラン、ミニＳＬ運行、各種

　売店（地元商店ほか）

●当日終日ワンコインディ
　この日は、全線片道100円となります。フラワー

　長井線に乗って、各会場へお越しください。

　＊ＦＮの会会員のかたは当日無料です。会員証を

　　ご提示ください。

●臨時列車時刻
下り臨時列車を運行します。

　赤湯駅発　午前９時31分

　宮内駅発　午前９時37分

　長井駅発　午前10時04分

　蚕桑駅発　午前10時15分

　鮎貝駅発　午前10時20分

　荒砥駅着　午前10時26分

問い合わせ

山形鉄道総務課

（☎88－2002）

募　集

日
本
版
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
養
成
科
�

▼
講
習
期
間　

11
月
８
日
（
水
）

〜
平
成
19
年
７
月
31
日
（
火
）
９

カ
月
間

▼
会
場　

山
形
県
産
業
創
造
支
援

セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
）

▼
対
象
者　

概
ね
35
歳
以
下
の
か

た▼
募
集
人
員　

10
人

▼
受
講
料　

無
料

＊
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
・
傷
害
保

　

険
料
及
び
受
験
料
は
自
己
負
担

　

と
な
り
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

10
月
27
日
（
金
）

午
後
４
時

▼
申
込
方
法　

所
定
の
「
入
校
願
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
山
形

職
業
能
力
開
発
専
門
校
能
力
開
発

支
援
課
（
☎
０
２
３

－

６
４
４

－

９
２
２
７
）

り
自
然
課
み
ど
り
環
境
担
当
（
☎

０
２
３

－

６
３
０

－

３
１
０
０
）

�
�
�
�
全
国
�
�
�
�
�
�

日
和
in
山
形

�

山
形
�
和
文
化

再
発
見

�

▼
い
つ　

11
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
（
山
形
市
）

▼
内
容　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
着
物
・
帯
の
展

示
ブ
ー
ス
、
伝
統
工
芸
の
実
演
・

販
売
ブ
ー
ス
、
プ
ロ
に
よ
る
写
真

撮
影
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

き
も
の
大
好
き

会
和
組
／
鈴
木
（
☎
０
２
３

－

６

３
３

－
９
９
０
２
）

�
�
�
�
医
療
講
演
会

▼
い
つ　

10
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
市
福
祉
文
化
セ

ン
タ
ー

▼
演
題　

て
ん
か
ん
の
原
因
に
つ

い
て

－

最
近
の
知
見

▼
講
師　

加
藤
光
広
さ
ん
（
山
形

大
学
医
学
部
付
属
病
院
小
児
科
医

師
）

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
て
ん
か
ん

協
会
山
形
県
支
部
／
工
藤
（
☎
85

－

４
２
８
８
）

●
日
本
テ
レ
ビ
「
１
億
人
の
大
質
問
!?
笑
っ
て
コ
ラ
え
て
！
」
に
、
白
鷹
町
が
登
場
し
ま
す�

�
放
送
時
間�

10
月
18
日
�
水
�
午
後
�
時
�

�
放
送
局�

�
�
�
山
形
放
送�

�
問
�
合
�
��

政
策
改
革
課
政
策
企
画
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�
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応
す
る
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
法

が
改
正
さ
れ
、
閲
覧
で
き
る
場
合

が
さ
ら
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
閲
覧
で
き
る
場
合

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

　

関
の
事
務
遂
行
の
た
め
の
閲
覧

②
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術

　

研
究
等
公
益
性
が
高
い
と
認
め

　

ら
れ
た
も
の

③
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
住
民

　

の
福
祉
向
上
活
動
の
う
ち
公
益

　

性
が
高
い
も
の

※
偽
り
、
そ
の
他
不
正
な
手
段
に

よ
る
閲
覧
や
目
的
外
利
用
に
対
す

る
制
裁
措
置
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課
戸

籍
年
金
係
（
☎
85

－
６
１
２
９
）

遊
休
農
地
実
態
調
査
�
�
�
�

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
町
の
基
本
構

想
も
改
正
さ
れ
ま
す
。
改
正
の
中

で
遊
休
農
地
の
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
農
業

委
員
が
農
業
振
興
地
域
内
農
用
地

区
域
内
の
農
地
の
立
ち
入
り
調
査

を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
期
間　

10
月
中
旬
か
ら
12
月
ま

で
の
間

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
農

地
調
整
係
（
☎
85

－

６
１
２
８
）

土
砂
災
害
防
止
法
�
基
�
�
平

成
17
年
度
現
地
調
査
結
果
�
説

明
会
�
�
�
�

　

山
形
県
で
は
「
土
砂
災
害
防
止

法
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
砂
災

害
の
危
険
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、

順
次
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
置
賜
管
内
の
現
地
調
査
は
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
平
成
16
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年

度
に
現
地
調
査
完
了
箇
所
の
調
査

結
果
の
説
明
会
を
開
催
し
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に
つ
い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

説
明
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
・
場
所

10
月

　

23
日
（
月
）
鷹
山
地
区
公
民
館

　

24
日
（
火
）
十
王
地
区
公
民
館

　

26
日
（
木
）
荒
砥
地
区
公
民
館

　

27
日
（
金
）
東
根
地
区
公
民
館

　

30
日
（
月
）
鮎
貝
地
区
公
民
館

　

31
日
（
火
）
蚕
桑
地
区
公
民
館

▼
時
間　

午
後
７
時
〜
８
時

▼
説
明
内
容 

①
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂

　

災
害
特
別
警
戒
区
域
と
な
り
う

　

る
区
域
に
つ
い
て

②
上
記
区
域
で
行
わ
れ
る
施
策
及

　

び
制
限
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て

③
豪
雨
時
で
の
警
戒
避
難
体
制
に

　

つ
い
て

④
指
定
ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
置
賜
河
川
砂
防
課
（
☎
88

－

５

１
１
１
内
線
３
４
２
）

白
鷹
町
役
場
総
務
課
（
☎
85

－

２

１
１
１
内
線
２
２
５
）・
建
設
水
道

課
（
内
線
４
３
０
）

白
鷹
町
振
興
審
議
会
�
会
議
�

公
開
�
�
�

　

白
鷹
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
基
づ
き
、
左
記
に
よ
り
振
興

審
議
会
の
会
議
を
公
開
し
ま
す
。

な
お
、
公
開
に
あ
た
っ
て
は
次
の

こ
と
を
遵
守
い
た
だ
き
ま
す
。

①
あ
く
ま
で
も
会
議
傍
聴
で
あ
り

　

発
言
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
語

　

も
謹
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

②
傍
聴
は
原
則
と
し
て
白
鷹
町
民

　

を
対
象
と
し
ま
す
。

③
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階
大

会
議
室

▼
内
容　

白
鷹
町
振
興
実
施
計
画

（
平
成
19
年
度
〜
21
年
度
）
に
つ

い
て

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
改

革
課
政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１

２
３
）

�
宮
城
県
台
風
13
号
被
害
義
援

金
�
�
�
協
力
�
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
平
成
18

年
台
風
13
号
に
よ
る
大
雨
の
被
害

に
伴
う
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
義
援
金
は
税
制
上

の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民

税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全

額
損
金
算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
受
付
期
間　

10
月
19
日
（
木
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
・
健
康

福
祉
課
福
祉
係（
☎
86

－

０
１
１
１
）

行
政
書
士
�
�
利
用
�
�
�
�

　

行
政
書
士
は
、
役
所
な
ど
に
提

出
す
る
書
類
の
作
成
、
相
談
、
申

請
代
理
等
を
行
い
ま
す
。

　

許
可
や
認
可
を
受
け
る
場
合
や
、

相
続
や
契
約
を
す
る
場
合
の
手
続

き
は
、
複
雑
で
専
門
的
に
な
り
、

法
律
や
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
の

知
識
が
必
要
で
す
。
大
切
な
手
続

き
に
は
、
行
政
書
士
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
行
政
書
士
の
主
な
業
務　

農
地

防
衛
庁
自
衛
官
�
二
等
陸
�
海
�

空
士
�
募
集
中

▼
応
募
資
格

・
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、
18

　

歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

・
平
成
19
年
３
月
下
旬
に
入
隊
で

　

き
る
か
た

▼
区
分　

陸
上
・
海
上
・
航
空
自

衛
官

▼
受
付
期
限　

10
月
中
旬
ま
で

▼
試
験
日　

10
月
中
旬

▼
試
験
科
目　

国
語
・
数
学
・
社

会
（
択
一
式
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊

米
沢
地
域
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１
）

平
成
18
年
11
月
�
日
�
�
�
住

民
基
本
台
帳
�
閲
覧
�
制
限
�

�
�
�

　

こ
れ
ま
で
住
民
基
本
台
帳
の
一

部
の
写
し
の
閲
覧
は
、
ど
な
た
で

も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人

情
報
の
保
護
意
識
の
高
ま
り
や
営

利
活
動
へ
の
利
用
防
止
な
ど
に
対

おしらせ
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を
宅
地
に
す
る
場
合
の
申
請
、
建

設
業
の
許
可
申
請
手
続
き
、
自
動

車
登
録
の
申
請
、
契
約
書
や
示
談

書
の
作
成
、
内
容
証
明
書
の
作
成

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

県
行
政
書
士
会

長
井
支
部
（
☎
88

－

９
２
６
４
）、

ま
た
は
お
近
く
の
行
政
書
士
へ

10
月
�
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
�
�

　

労
働
保
険
制
度
は
、
労
働
者
が

業
務
上
や
通
勤
途
上
で
被
災
し
た

場
合
に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
っ

た
り
、
失
業
し
た
場
合
に
必
要
な

給
付
を
行
う
な
ど
、
職
場
の
安
全
、

雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
重
要

な
制
度
で
す
。

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
の
か
た
は
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
加
入
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
か
た

は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

＊
労
働
保
険
＝
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
政
府
管
掌
の
強

制
保
険

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
（
☎
０
２
３

－

６

２
４

－

８
２
２
５
）
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職

業
安
定
所

佳
作　

家
柄
が
少
し
気
に
な
る
お
年
頃　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

子
ら
が
み
な
出
て
行
き
過
疎
の
広
い
家　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

家
の
中
さ
て
へ
そ
く
り
の
隠
し
場
所　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

家
中
に
気
配
り
を
し
て
マ
マ
笑
顔　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

家
内
安
全
祈
る
獅
子
舞　

村
祭
り　
　
　
　

畔　

藤　

小
形　

よ
ね

　

〃　

家
毎
に
日
の
丸
立
て
た
日
の
記
憶　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

老
夫
婦
逝
っ
て
廃
家
が
ま
た
一
つ　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

盆
三
日　

正
月
三
日　

大
家
族　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

代
替
わ
り
し
て
も
生
家
は
ま
だ
実
家　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

葬
式
で
あ
ら
た
に
絆
知
る
家
族　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

三
世
代
揃
う
家
族
の
幸
を
謝
し　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

百
年
の
家
風
が
光
る
自
在
鉤か
ぎ　

　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

秀
逸　

旅
帰
り
や
っ
ぱ
り
我
が
家
日
本
一　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

姑
か
ら
嫁
に
伝
授
の
家
の
味　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

家
を
継
ぐ
孫
が
出
来
た
と
は
ず
む
文　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

温
か
な
家
庭
に
育
つ
素
直
な
子　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

旅
先
き
で
思
う
我
が
家
の
味
ご
こ
ろ　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

自
家
製
の
味
噌
だ
と
母
の
便
届
く　
　
　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

　

〃　

母
ひ
と
り
虫
を
聞
い
て
る
里
の
家　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

家
の
な
い
ふ
る
里
だ
け
ど
降
り
て
み
る　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

家
守
る　

大
黒
柱
居
る
安あ
ん
ど堵　

　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

家
宝
な
ど
な
い
が
二
人
の
孫
が
居
る　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

五
客　

清せ
い
ひ
ん貧
に
耐
え
念
願
の
マ
イ
ホ
ー
ム　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

　

〃　

三
世
代
母
の
笑
顔
に
丸
く
な
る　
　
　
　
　

綾　

瀬　

川
村
美
智
子

　

〃　

老
い
二
人
寄
り
添
い
過
疎
の
家
守
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

石
垣
の
苔こ
け

が
屋
号
を
知
っ
て
い
る　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

老
い
て
尚
家
族
の
位
置
で
回
る
独こ

ま楽　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

人
位　

世
帯
主
と
筆ふ
で
ぶ
と太

に
書
き
痩や

せ
て
い
る　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

地
位　

泣
い
た
笑
っ
た
我
が
家
の
宝
も
の
は
孫　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

天
位　

思
い
や
り
持
て
ば
家
族
に
笑
顔
の
輪　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

軸　

帰
る
家
あ
り　

ふ
る
里
に
母
達
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題　

「
年
」
十
月
末
日
ま
で
「
初
」ま
た
は「
始
」
十
一
月
末
日
ま
で

は
が
き
に
三
句　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

家　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

日焼けピーマン（５歳児）

畑でつくったピーマンをもいできて

みんな「せんせー、ピーマン取れたよ。」

保育士「おー、すごい。あれ？緑と赤

　　　があるけど、パプリカかな？」

Ａくん「赤いのは日焼けしたなだよ。」

Ｂくん「ずっとそのままにしったがら、

　　　日焼けしたんだよね。」

少し黒く腐りかけているのを見て

Ｃくん「これなんか、日焼けしすぎて

　　　黒こげになるとこなだ。」

Ｒくん「あ、お月さま半分こしったみ

　　　たいだ。」

保育士「本当だね。あとの半分、どこ

　　　さあっぺ。」

反対側の空を指差して

Ｒくん「あっちさ、置いてきたんでね。」

白い上弦の月を見て（３歳児）

よつば保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

最
低
賃
金
�
�
�
�
�
円
�
�

�
�
�
�
�

　

10
月
１
日
か
ら
、
山
形
県
内
の

す
べ
て
の
労
働
者
と
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
最
低
賃
金
額
は
、
１
時

間
６
１
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
賃

金
室
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８

２
２
４
）
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署

神
町
自
衛
隊
�
�
�
仮
橋
架
設

訓
練
�
行
�
�
�
�

▼
期
間　

10
月
12
日
（
木
）
〜
25

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
昼
12
時

▼
場
所　

荒
砥
橋
上
流
約
５
０
０

㍍
地
点
（
最
上
川
河
川
敷
）

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
生

活
安
全
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

ま
た
は
神
町
自
衛
隊
第
６
施
設
大

隊
（
☎
０
２
３
７

－

48

－

１
１
５

１
内
線
４
６
３
）

�
�
�
�
訂
正

●
広
報
し
ら
た
か
９
月
12
日
号
10

ペ
ー
ジ
「
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

競
走
大
会
」
で
、
女
子
３
区
山
口

綾
菜
さ
ん
は
「
西
中
２
年
」
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、「
東
中
２
年
」

の
誤
り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●9月1日 ▼9月30日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
高　玉　髙　橋　き　よ　83
浅　立　鈴　木　竹四郎　94
荒砥甲　衣　袋　平　次　84
十　王　原　田　トク　　88
針　生　今　野　かつゑ　90
荒砥乙　油　井　惣二郎　86
鮎　貝　伊　藤　と　り　90

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 伊藤 薫 絢
あ

　子
こ

美　和

十　王 安達 那　穂 叶
と

　愛
あ

真紀子

菖　蒲 奥山 英　彰 陸
りく

美智代

鮎　貝 鈴木 薫 里
り

　菜
な

敦　子

荒砥乙 紺野 敏　彦 永
とう

　護
ご

カエデ

下　山 新野 幸　一 ひより麻衣子

萩　野 梅津 雄 尋
ひろ

めぐみ

中　山 大滝 和　幸 美
み

　幸
ゆき

彩

十　王 菅 秀　春 結
ゆ

　愛
あ

祐　美

萩　野 梅津 雅　紀 凜
り

　音
おん

伺　幸

鮎　貝 黒澤 和　幸 瀬
せ

　奈
な

淳　子

十　王 小谷部 彰　洋 湘
しょう

　太
た

利　恵

横田尻 鈴木 浩　一 愛
あい

　瑠
る

理恵子

高　玉 片山 正　弘 文
ふみ

　尋
ひろ

尚　希

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（新　野　晃　一　　畔　藤
菖　蒲　由布子　　山形市

（佐　藤　正　教　　十　王
松　木　絵里子　　長井市

（塚　原　智　史　　荒砥乙
篠　田　　円　　　横田尻

（黒　澤　　太　　　鮎　貝
木　口　美　紀　　高　玉

（高　橋　　守　　　浅　立
吉　田　香　織　　高畠町

（鈴　木　宏　幸　　十　王
橋　本　美　希　　畔　藤

（沼　澤　　徹　　　中　山
佐　藤　美　保　　高畠町

�
�
月
下
旬
�
雨
�
上
�
�
�
早
朝
�

�
�
場
�
行
�
�
�
�
�
雨
上
�
�

�
群
�
�
成
�
�
川
�
下
�
�
�
�

鮎
�
習
性
�
�
�
�
�
�
�
分
�
�

�
�
�
�
�
数
十
匹
�
鮎
�
群
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
突
�
抜
�
�
水
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
上
�
�
落
�
鮎
�

�
�
圧
巻
�
�
上
�
�
直
前
�
�
�

�
数
�
�
�
�
手
前
�
上
流
�
�
力

�
振
�
�
�
�
�
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秋
の
気
配
が
強
ま
っ
て
き
た
早
朝
、

朝
も
や
が
少
し
立
ち
こ
め
る
中
を
赤

湯
駅
に
向
か
っ
た
。
た
わ
わ
に
実
る

黄
金
色
の
稲
穂
と
、
秋
に
し
て
は
ま

だ
濃
緑
の
山
々
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
農
村
の
風
景
を
際
立
た
せ
る
。
そ

の
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
東
京
の
企

業
２
社
を
訪
問
し
、
午
後
羽
田
空
港

か
ら
和
歌
山
に
移
動
す
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
あ
る
。
Ｂ
社
、
Ｎ
社
と
も
、

日
本
を
代
表
す
る
企
業
で
あ
る
。

　

Ｂ
社
は
、
山
形
県
東
京
事
務
所
の

正
木
所
長
と
と
も
に
訪
問
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
目
的
は
白
鷹
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
、
同
じ
く
山
形
県
も

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
企
業
の
進
出

等
の
意
見
交
換
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

白
鷹
町
の
近
く
に
大
学
は
あ
る
か
ど

う
か
の
話
の
際
、
山
形
大
学
工
学
部

の
話
が
出
た
。
Ｂ
社
で
は
山
大
工
学

部
か
ら
の
採
用
は
ま
だ
な
い
ら
し
い
。

地
方
に
存
す
る
大
学
に
も
、
そ
れ
こ

そ
優
れ
た
人
材
は
多
数
い
る
。
地
元

で
大
い
に
能
力
を
発
揮
し
、
地
方
の

質
・
活
気
を
高
め
て
ほ
し
い
と
と
も

に
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
が
、
国
内

で
、
世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
は
、
本

人
に
と
っ
て
も
、
日
本
に
と
っ
て
も

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
ぜ
ひ
山
大
か

ら
も
人
材
を
登
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
地
元
人
と
し
て
お
願
い
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｎ
社
を
訪
問
し
た
。
Ｎ

社
に
は
、
本
町
で
進
め
て
い
る
「
ソ

フ
ト
小
村
」
へ
の
企
業
進
出
に
あ
た

っ
て
、
町
発
展
の
視
点
か
ら
大
変
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
話
し
の

中
で
思
う
。
企
業
の
伸
長
に
は
人
材

の
確
保
が
必
須
条
件
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
地
域
で
は
各
分
野
ご
と
の
人

材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、

そ
の
確
保
は
、
雇
用
の
場
を
新
た
に

つ
く
る
こ
と
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
苦

労
が
多
い
。
し
か
し
、
将
来
、
個
性

的
・
持
続
的
な
地
域
の
発
展
を
図
る

た
め
に
は
、
そ
れ
を
克
服
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
人
材
の

育
成
・
確
保
の
た
め
に
は
、
現
実
的

解
決
策
と
し
て
一
市
一
町
の
枠
を
越

え
た
、
ま
た
あ
る
い
は
、
都
市
と
地

域
と
の
交
流
の
中
で
の
広
域
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
に
、
そ
の
実
現

を
ど
う
図
る
か
を
考
え
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

午
後
２
時
こ
ろ
、
羽
田
か
ら
和
歌

山
に
向
か
っ
た
。
森
林
活
用
の
実
践

と
交
流
促
進
を
図
る
た
め
の
調
査
で

あ
る
。

　

山
と
森
と
川
と
海
は
一
本
に
つ
な

が
る
。
ま
た
都
市
と
農
山
村
の
共
生

な
く
し
て
、
よ
り
良
い
環
境
や
人
間

の
幸
せ
は
つ
く
れ
な
い
。
そ
う
い
う

中
で
、
人
と
の
出
会
い
は
ま
っ
た
く

偶
然
の
場
合
も
多
い
。
あ
る
町
の
森

林
組
合
と
の
意
見
交
換
を
終
え
た
あ

と
、
偶
然
に
「
最
上
川
」
の
鮎
を
養

殖
し
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
。
和
歌

山
県
の
代
表
的
清
流
河
川
の
鮎
の
釣

場
の
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
に
も
写
さ
れ
て

い
る
〝
釣
り
人
〞
で
も
あ
る
。
彼
は

「
わ
た
し
の
知
っ
て
い
る
限
り
、
最

上
川
の
鮎
は
、
養
殖
で
は
日
本
の
中

で
最
も
天
然
に
近
い
と
思
う
。」と
言

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
わ
ざ
わ
ざ
河

川
近
く
の
生い

け

簀す

に
案
内
し
て
く
れ
た
。

そ
の
場
で
鮎
を
網
で
す
く
い
、
バ
ケ

ツ
に
入
れ
、
生
き
の
い
い
鮎
を
見
せ

て
く
れ
た
。
そ
し
て
言
う
。「
こ
れ
が

最
上
川
の
鮎
だ
。
頭
の
形
が
ほ
か
の

養
殖
鮎
と
違
う
。」と
。

　

「
鮎
と
紬
の
里
」
で
も
あ
る
白
鷹

町
。
わ
が
県
の
母
な
る
川
・
最
上
川

の
鮎
。
遠
い
他
県
の
人
び
と
か
ら
地

域
の
資
源
を
賞
賛
さ
れ
る
こ
と
は
う

れ
し
い
し
、
そ
の
よ
う
な
資
源
を
持

て
る
わ
れ
わ
れ
は
幸
せ
で
あ
る
。
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